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合併 １0 周年★は中野市

音
楽
と
笑
顔
の
溢
れ
る
ま
ち



２２０１５．１０ 広報なかの

　
私
た
ち
が
住
む
中
野
市
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
メ
ロ

デ
ィ
が
鳴
り
響
き
、
音
楽
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
自
分
の
お
気
に
入

り
の
メ
ロ
デ
ィ
を
探
し
に
お
出

掛
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 音

楽
が鳴り響

く

特集
Resounds 

music

メ
ロ
デ
ィ
が

鳴
り
響
く
場
所
を

紹
介
し
ま
す

　
中
山
晋
平
記
念
館

入
口
の
「
カ
リ
ヨ
ン
」

は
、
定
時
に
中
山
晋

平
作
曲
の
鐘
の
音
が

鳴
る
ほ
か
、
来
館
時
に
も
メ

ロ
デ
ィ
で
お
迎
え
し
て
く
れ

ま
す
。

【
定
時
の
メ
ロ
デ
ィ
】

①
午
前
９
時 

紅
屋
の
娘

②
午
前
10
時 

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄

③
午
前
11
時 

て
る
て
る
坊
主

④
正
　
　
午 

證
城
寺
の
狸
囃
子

⑤
午
後
１
時 

東
京
行
進
曲

⑥
午
後
２
時 

波
浮
の
港

⑦
午
後
３
時 

東
京
音
頭

⑧
午
後
４
時 

砂
山

⑨
午
後
５
時 

あ
の
町
こ
の
町

住 新野 76
中山晋平記念館

メロディポイント①

　ふと口ずさむ童謡・唱歌のメロディ。
　私たちの生活に根付いた音楽を歌い奏でれば、
自然と笑顔が溢れ出します―。

　
中
山
晋
平
先
生
、
高
野
辰
之

博
士
、
久
石
譲
さ
ん
と
い
っ
た

偉
大
な
音
楽
家
を
生
ん
だ
地
、

中
野
市
―
。

　
周
り
に
広
が
る
雄
大
な
自
然

は
感
性
を
育
み
、
中
山
晋
平
記

念
館
や
高
野
辰
之
記
念
館
を
は

じ
め
と
し
た
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
、
気
軽
に
音
楽
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
出
身
の
音
楽
家

の
業
績
を
称
え
、
市
民
の
文
化

芸
術
活
動
の
振
興
を
図
る
「
晋

平
・
辰
之
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
や
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
行
う
「
中
山

晋
平
記
念
音
楽
賞
作
曲
募
集
・

優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会
」
が
毎

年
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
両
記
念

館
で
は
毎
月
の
よ
う
に
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
に
は
音
楽
の
文
化

が
根
付
い
て
い
ま
す
。

中
野
市
と
音
楽
の
文
化

　
昭
和
39
年
に
設
立
さ
れ
た
中

野
市
音
楽
団
体
連
盟
は
、
現
在

加
盟
団
体
が
32
団
体
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
音
楽
団
体
相
互
の
連

携
・
発
展
、
市
民
音
楽
文
化
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
加
盟
団
体
の
発
表
の
機
会

と
し
て
、「
市
民
音
楽
祭
」
の

音
楽
団
体
と
そ
の
活
動

開
催
や
、
発
声
技
術
向
上
の
た

め
の
講
習
会
な
ど
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
加
盟
団
体
は
そ
れ
ぞ

れ
練
習
や
定
期
演
奏
会
な
ど
を

開
催
し
音
楽
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

音楽団体に入りたい方は
　音楽団体と一言でいっても、混声合唱団のほか吹奏楽
団など、さまざまなジャンルがあります。
　興味があるけど、どんな団体があるか分からないと
いった方や、入りたい団体へ連絡を取りたいといった方
は、中野市音楽団体連盟の事務局である文化スポーツ振
興課までご連絡ください。

文化スポーツ振興課
市川主査

音楽と笑顔の溢れるまち音
楽

が溢れるま
ち特集

M u s i c  i s 
full of city

文化スポーツ振興課文化振興係
☎（２２）２１１１（内線３９４）問い合わせ先



　
観
客
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
全
部
知
っ
て
い

る
曲
と
い
う
わ
け
で

な
く
、「
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
は
こ
う
い
う
曲
も
あ
る
ん

だ
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に

触
れ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
世

界
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
吹
奏
楽

団
と
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
は
、
人
数
が
増
え
な
い
と

で
き
な
い
大
き
な
曲
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
の
で
、
吹
奏
楽
を
趣
味
に
し
て

い
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
仲
間
と

な
っ
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
演
奏

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

３ ２０１５．１０広報なかの

　
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

前
に
あ
る
「
カ
リ
ヨ
ン
」
は
、

定
時
の
ほ
か
、
設
置
し
て
あ

る
ボ
タ
ン
を
押
す
と
中
山
晋

平
作
曲
の
鐘
の
音
が
鳴
り
響

き
ま
す
。 

【
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
】

①
て
る
て
る
坊
主
、
②
ゴ
ン
ド

ラ
の
唄
、
③
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
④

肩
た
た
き
、
⑤
證
城
寺
の
狸
囃

子
、
⑥
波
浮
の
港
、
⑦
あ
の
町

こ
の
町
、
⑧
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
、
⑨
雨
降
り
お
月
、
⑩
中
野

小
唄

住 草間 1539-1
信州中野観光センター

メロディポイント②　
唱
歌
「
故
郷
」
の

歌
詞
に
出
て
く
る「
か

の
山
」
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
ふ
る
さ
と

橋
。橋
の
欄
干
に
は
メ
ロ
デ
ィ

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
順
に

叩
く
と
「
故
郷
」
の
メ
ロ
デ
ィ

を
奏
で
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 住 市内永江

ふるさと橋

メロディポイント③

晋平少年少女合唱団

　
市
内
外
か
ら
歌
の
大
好
き
な

40
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
年
齢

は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、
歌
を
通

し
て
み
ん
な
が
仲
良
し
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
年
の
子
と
触
れ
合

う
こ
と
は
、
ほ
か
に
は
な
い
社

会
勉
強
に
も
な
る
環
境
だ
と
思

い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
学
ん

で
い
る
の
で
、
ほ
か
の
習
い
事

は
行
か
な
く
て
も
、
合
唱
団
だ

け
は
行
き
た
い
と
話
し
て
く
れ

る
子
も
い
ま
す
。

　
現
在
、
約
40
人
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
て
お
り
、
７
月
の
定

期
演
奏
会
と
12
月
の
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
目
標
に
練
習

を
重
ね
て
い
る
ほ
か
、
依
頼
が

あ
れ
ば
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
大
部
分
が
学
生

時
代
に
吹
奏
楽
部
な
ど
に
入
っ

て
い
た
経
験
者
で
す
が
、
一
人

で
演
奏
を
す
る
の
は
つ
ま
ら
な

い
も
の
な
の
で
、
こ
う
や
っ
て

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
演
奏

す
る
場
が
あ
る
こ
と
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

音

楽
で活躍す

る

特集
act ive in 

music

～市内で活躍する音楽団体を紹介～

定期演奏会

大
好
き
な
音
楽
が
繋
ぐ

子
ど
も
た
ち
の
歌
声

【プロフィール】

観
客
と
共
に
楽
し
む

演
奏
を
目
指
し
て

中野市吹奏楽団
【プロフィール】

１９８７年に中山晋平生誕１００周年を記念して結成。
中野市出身の中山晋平先生や高野辰之博士、久石
譲さんといった、すばらしい作曲家・音楽家が
作った歌を歌い継ぐため、歌の大好きな年中児
から高校３年生までが集まり、週１回の練習のほ
か、地域のイベントに精力的に出演している。

地域に根差した活動を目指し、2003 年 3 月に設
立したアマチュア吹奏楽団体。楽器を演奏するこ
とを趣味として集まった、高校生から社会人まで
幅広い層で構成され、聴かせる音楽性を求め、観
客がともに共感できる演奏を行い、皆さんに愛さ
れる団体を目指し、日々活動している。

日時：11月22日㈰　午後２時から
会場：市民会館ホール（入場無料）

　
習
っ
た
歌
を

通
し
て
そ
の
歌

が
流
れ
る
映
画

の
こ
と
を
知
っ

た
り
、
歌
が
作

ら
れ
た
理
由
を

調
べ
た
り
と
、「
歌
」
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、
広
が
る
世
界

が
あ
る
の
で
、
音
楽
が
大
好
き

な
子
が
い
れ
ば
、
合
唱
団
の
仲

間
と
な
っ
て
、
ぜ
ひ
一
緒
に

歌
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
定
期
演
奏
会
を
11
月

22
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
私
た

ち
の
歌
声
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い

響
き
渡
る
よ
う
に
一
生
懸
命
歌

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

クリスマス
コンサート

日時：12月６日㈰ 午後２時（開演）
会場：市民会館ホール（入場無料）
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～中野市イメージソングを知る～

空
み
あ
げ
て

い
ま
目
を
閉
じ
れ
ば
　
連
な
る
山
々

朧
に
か
す
む
月
に
　
菜
の
花
咲
き
ほ
こ
る

あ
ざ
や
か
な
紅
葉
　
新
た
に
は
な
や
ぎ

ふ
か
い
ふ
か
い
雪
を
踏
む
　
足
音
き
こ
え
る

ひ
と
り
旅
だ
っ
て
い
ま

信
じ
る
く
に
（
州
）
を
想
う

い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
　
大
き
な
り
ん
ご
の
木

い
ま
を
生
き
る
そ
れ
は
愛
　
愛
す
る
事
　
強
く
な
れ
る

い
つ
も
胸
に
ゆ
め
抱
き
　
空
み
あ
げ
て
歩
も
う

泣
き
た
く
な
っ
た
ら
　
こ
こ
に
お
い
で
よ

こ
と
り
た
ち
が
さ
さ
や
く
　
帰
っ
て
お
い
で
と

い
つ
か
年
老
い
て
ゆ
め
を
　
わ
す
れ
か
け
て
し
ま
っ
て
も

咲
き
た
て
の
あ
の
　
バ
ラ
の
よ
う
に
　
や
さ
し
く
あ
り
た
い

い
ま
を
生
き
る
そ
れ
は
愛
　
愛
す
る
事
　
希
望
の
し
る
し

や
さ
し
い
風
が
ぼ
く
た
ち
を
　
い
つ
で
も
待
っ
て
る
か
ら

い
ま
を
生
き
る
そ
れ
は
愛
　
愛
す
る
事
　
強
く
な
れ
る

い
つ
も
胸
に
ゆ
め
抱
き
　
空
み
あ
げ
て
歩
も
う

偉
大
な
ふ
る
さ
と

世
界
が
ひ
と
つ
に
な
れ

動画を視聴できます
作
詞
　
麻
衣

作
曲
　
松
本
俊
明

編
曲
　
宮
野
幸
子

唄
　
　
麻
衣

中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
読
み
込
め
な
い
場
合
は
、「Y

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ouTube 

中
野
市

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ 

空
み
あ
げ
て
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　中野西高等学校では、地域とのつながりを持ち、
今後も、愛され、認められる学校であることを目指
し、「中西文化の日」を開催します。
　今年は、中野市音楽親善アンバサダーの麻衣さん
をお招きします。

中西文化の日

麻衣さんの参加するイベントを紹介！！
◇期日　11月５日㈭
◇時間　午後２時～３時30分
◇会場　中野西高等学校大体育館
◇内容　中野市イメージソング「空みあげて」、校
歌などの歌唱、交流

※参加希望の方は、事前にお問い合わせください。

　
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」や
唱
歌「
故
郷
」な
ど
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
中
野
市
―
。

こ
の
中
野
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
「
麻
衣
」
さ
ん

が
作
詞
し
た
「
空
み
あ
げ
て
」。

　

自
然
の
尊
さ
、
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
力
強
く
表
現
し

て
い
る
こ
の
歌
を
耳
に
す
る
と
、
心
の
中
に
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
中

野
市
」
の
情
景
が
、
ふ
と
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

中野西高等学校　☎（２２）７６１１問

　日本全国の人々に １００ 年以上も愛され続けている
曲「ふるさと」。その曲が生まれた地のテーマソン
グを書く、光栄ながらも、その重みも受け止め、ど
んなことを歌詞に込めるべきなのかを非常に悩みま
した。
　ふるさとは中野市の作詞家高野辰之が作った曲で
すが、日本全国の人が口ずさめる、なぜだろう？と
かんがえていくと、この曲は、美しい日本の自然、
愛する人たち、そして毎日悩みながら生き、ふとし
た時に思い出す心の中のふるさとを歌っていて、歌詞
のひとつひとつに、自らの感情を重ねられるのだと

いうシンプルなことに改めて気づきました。ならば、
中野市のテーマソングも聴いてくれる方々、すべて
の人に届くような歌詞にしたいと強く思いました。
　私が歌をつくる、歌う上でいつも常にかんがえて
いることは、どうしたら、自分が自分に勝てるかと
いうことです。勉強する、仕事をする、人と一緒に
生活をする、すべては自分との戦いで自分が輝いて
いなければ、その力は発揮できない。でも、ただ、
自分が輝きたい魅力的になりたい！という願望だけ
では、人は強くなれない、でも、誰かのためにがん
ばろうと思ったときに出る人間のパワーほどエネル
ギッシュなものはないと思うのです。
　生きて行くということは、まわりの人を愛するこ
とそのもの。私はそう思うのです。愛することがで
きれば、優しさをもった強い人になれるのではない
か、その思いでこの歌を作り、そして、これから先
１００ 年先までもこの曲が歌い継がれることを願って
います。

中野市音楽親善アンバサダー
麻
ま い

衣さん

100年先まで愛され
歌い継がれる曲に

特集
Touch the 

music

音

楽を触れる
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糸魚川市
人口：47,702人
世帯：17,433戸
長野市
人口：381,511人
世帯：146,520戸

人口：61,713人
世帯：24,972戸

浜田市

童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と

信
州
中
野
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス

　
市
で
は
、
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町

村
と
連
携
を
図
り
、
音
楽
に
よ
る

交
流
促
進
と
音
楽
文
化
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
童

謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
信
州
中
野

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
、
姉
妹
都
市
、
音
楽
姉

妹
都
市
、知
音
都
市（
糸
魚
川
市
）、

友
好
都
市
、
信
越
自
然
郷
お
よ
び

近
隣
自
治
体
の
音
楽
団
体
の
ほ

か
、
本
市
出
身
の
武
田
忠
善
さ
ん

が
学
長
を
務
め
る
国
立
音
楽
大
学

▲▼昨年の様子

音

楽を楽しむ

特集
enjoy 
music

～イベントの紹介～

　
日
本
の
フ
ォ
ス
タ
ー

「
中
山
晋
平
」
の
生
地
、

中
野
市
と
と
も
に
、
世
界

的
作
曲
家
「
瀧た

き

廉れ

ん

た

ろ

う

太
郎
」

の
生
地
で
あ
る
大
分
県
竹

田
市
、
荒
城
の
月
の
作
詞

者
「
土ど

い井
晩ば

ん
す
い翠

」
の
生
ま

れ
た
宮
城
県
仙
台
市
の
こ

と
で
、
音
楽
を
通
じ
た
文

化
的
な
都
市
づ
く
り
な
ど
、

共
通
の
目
的
を
持
つ
３
市

が
、
相
互
の
繁
栄
と
発
展

を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的

に
、
昭
和
42
年
１
月
18
日

に
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

音
楽
姉
妹
都
市

か
ら
坂さ

か
ぐ
ち口

あ
か
り
さ
ん
が
参
加
し

ま
す
。

◇
期
日
　
10
月
11
日
㈰

◇
時
間
　
午
後
１
時
30
分

◇
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
　
無
料

◇
主
催
　
中
野
市

　
中
山
晋
平
と
の
コ
ン
ビ

で「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」や「
船

頭
小
唄
」
な
ど
、
数
多
く

の
童
謡
・
流
行
歌
を
作
っ

た
作
詞
家
「
野の

ぐ

ち口
雨う

じ
ょ
う情
」

と
の
深
い
縁
で
交
流
し
て

い
る
茨
城
県
北
茨
城
市
の

こ
と
で
、
昭
和
55
年
５
月

29
日
に
、
各
分
野
に
お
い

て
更
に
交
流
を
深
め
、
相

互
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
た

め
一
層
努
力
す
る
こ
と
を

誓
い
、
協
定
が
結
ば
れ
ま

し
た
。

姉
妹
都
市

知ち

い

ん音
都
市

友
好
都
市

　
日
本
初
の
流
行
歌
「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
の
誕

生
に
携
わ
っ
た
、
①
島し

ま
む
ら村

抱ほ
う
げ
つ月

（
島
根
県
浜
田
市
）、

②
相そ

う

ま馬
御ぎ

ょ
ふ
う風
（
新
潟
県

糸
魚
川
市
）、
③
松ま

つ

い井

須す

ま

こ

磨
子
（
長
野
市
）
お
よ

び
中
山
晋
平
の
４
先
人
の

縁
で
交
流
し
て
い
る
都
市

の
こ
と
で
、
平
成
２
年
８

月
２
日
に
相
互
の
文
化
芸

能
を
学
び
、
先
人
の
偉
業

を
称
え
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
民
間
で
の
交
流
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
旧
豊
田
町
（
静
岡
県
磐

田
市
）
と
旧
豊
田
村
（
中

野
市
）
が
同
じ
「
豊
田
」

を
名
称
と
す
る
縁
で
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
両

町
村
の
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
将
来
の
た
め

に
」
と
い
う
考
え
に
基
づ

き
、
平
成
15
年
５
月
３
日

に
各
分
野
に
わ
た
っ
て
交

流
を
深
め
、
両
町
村
の
繁

栄
と
幸
福
を
も
た
ら
す
た

め
に
一
層
の
努
力
を
す
る

こ
と
を
誓
い
、
協
定
が
結

ば
れ
ま
し
た
。

（
注
）
人
口
・
世
帯
数
は
平
成
２２
年
国
勢
調
査
結
果
よ
り

北茨城市
人口：47,025人
世帯：16,966戸

開催

仙台市
人口：1,045,986人
世帯：　465,260戸

竹田市
人口：24,423人
世帯：  9,588戸

磐田市
人口：168,625人
世帯： 59,414戸▲交流の様子

▲野口雨情▲写真：左（③）、
手前中（①）、右（②）

アンサンブ
ルフェスに

も参加する！

都市交流を知ろう！

※１
▲瀧廉太郎（左）
土井晩翠（右）

（
※
１
）
瀧
廉
太
郎
記
念
館
所
蔵

営業推進課観光交流係
☎（22）２１１１（内線373）

問

（
※
２
）
仙
台
文
学
館
所
蔵

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

　本市竹原出身のソロクラリネット奏者。1975
年国立音楽大学器楽学科卒業。フランス国立ルー
アン音楽院に留学し巨匠ジャック・ランスロ氏
の下で研

け ん さ ん

鑽を積み、同音楽院にて一等賞を得て
卒業。1977年パリ・ベラン音楽コンクール第1位、
78 年第 47 回日本音楽コンクール第 1位、続く
第 35 回ジュネーブ国際音楽コンクールでは、日
本人初の入賞をはたし銅メダルを受賞。国立音
楽大学演奏・創作学科教授として多くの逸材を
育てるとともに、東洋人クラリネット奏者とし
て初めてパリ国立高等音楽院でマスタークラス
を担当するほか、シンガポール、韓国、台湾、
スペイン、アメリカに招

しょ う へ い

聘されるなど、近年海
外でも演奏家、教育家として大いに注目されて
いる。2015 年 4 月学長に就任。

中野のチカラキラ
リ

武
た け だ

田忠
た だ よ し

善さん

音楽で輝く

（国
く に た ち

立音楽大学学長）

※ 2



ドキドキハロウィン2015

　中野市商店会連合会では、商店街に親しみを持ってもらうことを目的に
「ドキドキハロウィン 2015」を開催します。仮装してまちなかをパレード
したり、お菓子をもらってお店を回ったりする楽しいイベントです。お気
に入りのコスチュームでご参加ください。

中野市商店会連合会事務局（信州中野商工会議所内）問
☎（２２）２１９１

◇期　日　10月31日㈯
◇時　間　午後１時～４時ごろ（受付開始：正午から）
◇会　場　中野陣屋前広場公園集合
◇内　容　仮装コンテスト、パレード、トリックオアトリートなど
※詳細は、信州中野商工会議所のホームページをご覧ください。

▲▼昨年の様子

６２０１５．１０ 広報なかの

10 月の合併 10 周年記念事業を紹介します。

「中野市合併 10 周年記念事業」
今月の

　市では合併 10 周年を記念し、記念式典を開催します。

中野市合併 10 周年記念式典
政策情報課行政管理係　☎（２２）２１１１（内線４０１）問

　市では、人権センター利用者の活動の様子や、利用者の皆さんの作品な
どを展示し、人権問題に対する理解と人権意識の高揚を図るため、「人権
センターまつり」を開催します。皆さんのご来場をお待ちしております。

人権センターまつり
人権センターまつり実行委員会事務局(中野市人権センター内)問

☎（２６）２２８７

◇期　日　10月17日㈯ 
【作品展示の部】
◇時　間　午前11時～午後１時30分まで
◇会　場　中野市人権センター
◇内　容　人権センター利用者の作品、人権啓発ポスターの展示、折り紙

　　　　の体験、綿あめ、キノコ汁のサービスなど

10/７㈬001
check！！

▲合併記念式典の様子（平成17年）

10/17㈯002
check！！

【講演会（入場無料）】
◇時　間　午後１時30分～３時30分(開場：午後１時)
◇会　場　中央公民館講堂（先着順：定員300人）
◇講　師　落語家　林

は や し や

家木
き く ぞ う

久蔵さん（テーマ：「がんばらない子育て」）
◇その他　講演の前に「竹馬」の皆さんによる和太鼓の演奏があります。
　　　　　また、会場入口で障がい者施設の皆さんの小物製品や、おやき

　　　　などの販売を予定しています。

昭和 50 年９月 29 日生まれ。
玉川大学文学部卒業後、1995
年、林家木久蔵（初代）「現・
木久扇」に入門。1996 年、前
座入りし、芸名「林家きくお」
となる。2007 年、真打ち昇進
に伴い、落語会史上初のダブ
ル親子襲名を行い、二代目「林
家木久蔵」を襲名する。

林家木久蔵さんプロフィール

◇日　時　10月７日㈬　午後２時10分から
◇会　場　市民会館ホール
◇内　容　感謝状贈呈、麻衣さんミニコンサートほか
◇その他　入場を希望される方は、問い合わせ先まで事前にご連

絡ください。また、式典終了後、德川宗家 18 代当主 
德
と く が わ

川恒
つ ね な り

孝氏の講演会が行われます。



７ ２０１５．１０広報なかの

　
９
月
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
２
日
か

ら
２5
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
条
例
案
３
件
、
予
算

案
８
件
、
決
算
認
定
10
件
、
事
件
案
２

件
、
人
事
案
１
件
の
合
わ
せ
て
24
件
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
な
ど

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

補 

正 

予 

算

９
月
市
議
会
定
例
会
報
告

・
「
中
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
の
一

部
改
正

　「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
市
が
保
有
す

る
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
管
理
お
よ
び

取
り
扱
い
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

・
「
中
野
市
手
数
料
条
例
」
の
一
部
改
正

　「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
に
規
定

す
る
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料

を
定
め
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
法

の
改
正
に
伴
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
交
付
に
係
る
手
数
料
を
廃
止
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
（
第
２
号
）》　

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

１
億
５
５
７
９
万
余
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を
２
０
２
億
２
７
３
２
万

余
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉

●
政
策
推
進
事
業
費
で
、
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
積
立
金
の
ほ
か
、
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
を
活
用
す
る
事
業
を

１
億
１
０
２
９
万
余
円
の
増
額

〈
民
生
費
〉

●
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
で
、
臨

時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
返

還
金
ほ
か
を
２
２
４
３
万
余
円
の
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉

●
担
い
手
育
成
支
援
事
業
費
で
、
６
次
産

業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
交
付
金
と
し

て
７７
万
余
円
の
増
額

●
環
境
保
全
型
農
業
支
援
事
業
費
で
、
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
と
し

て
７９
万
余
円
の
増
額

●
農
業
用
水
路
等
維
持
管
理
事
業
費
で
、

水
路
等
修
繕
工
事
費
を
３
９
０
万
円
の

増
額

〈
商
工
費
〉

●
商
店
街
活
性
化
事
業
費
で
、
商
店
街

空
き
店
舗
活
用
事
業
補
助
金
と
し
て

２
３
１
万
余
円
の
増
額

〈
土
木
費
〉

●
交
通
安
全
対
策
特
別
事
業
費
で
、
信
号

機
設
置
に
伴
う
路
面
標
示
工
事
費
な
ど

を
３
０
０
万
円
の
増
額

〈
消
防
費
〉

●
消
防
施
設
維
持
整
備
事
業
費
で
、
国

庫
補
助
事
業
の
不
採
択
に
よ
り
、

１
２
９
２
万
余
円
を
減
額

〈
教
育
費
〉

●
小
、
中
学
校
管
理
事
業
費
お
よ
び
一
般

教
育
振
興
事
業
費
で
、
学
校
図
書
館

の
備
品
お
よ
び
図
書
購
入
費
と
し
て

３
０
０
万
円
を
増
額

《
特
別
会
計
》　

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉

●
繰
越
金
の
額
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
お
よ
び
療
給
交
付
金

等
清
算
金
な
ど
、
６
１
３
４
万
円
の
増
額

〈
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
〉

●
繰
越
金
の
額
の
確
定
に
伴
い
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
４
０
１
万

余
円
の
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉

●
繰
越
金
の
額
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
お
よ
び
国

庫
負
担
金
返
還
金
な
ど
、
２
３
１
３
万

余
円
の
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉

●
繰
越
金
の
額
の
確
定
に
伴
い
、公
共
下
水

道
施
設
整
備
基
金
積
立
金
６
６
９
３
万

余
円
の
増
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉

●
繰
越
金
の
額
の
確
定
に
伴
い
、農
業
集

落
排
水
施
設
整
備
基
金
積
立
金
な
ど

１
６
８
２
万
余
円
の
増
額

条
　
例

人
　
事

《
中
野
財
産
区
管
理
委
員
》

　
畔あ

ぜ
が
み上
あ
い
子こ

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。



８２０１５．１０ 広報なかの

平成26年度
　平成２6年度に皆さんに納めていただいた税金や国・県などから交付されたお
金がいくらで、どのように使われたかをお知らせします。
　一般会計では、歳入決算額が198億4,844万円、歳出決算額が195億1,506万円
で、歳入歳出差引額は３億3,338万円、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引く
と、２億5,051万円の黒字となりました。

195億1,506万円
（前年度比 3.2%増）

農林水産業費
9億6,759万円
5.0％

総務費
25億1,339万円
12.9％

民生費
61億4,586万円
31.5％

土木費
23億6,391万円
12.1％

公債費
22億2,579万円
11.4％

衛生費
21億8,834万円
11.2％

教育費
16億4,037万円
8.4％

その他
14億6,981万円
7.5％

歳　出

会計名 歳入 歳出 歳入歳出差引額
国民健康保険事業 53億 3,486万円 52億 3,830万円 9,656万円
後期高齢者医療事業 ４億 2,952万円 ４億 2,451万円 501万円
介護保険事業 ４０億 1,648万円 39億 9,335万円 2,313万円
倭財産区事業 93万円 65万円 28万円
永田財産区事業 66万円 43万円 23万円
中野財産区事業 167万円 165万円 ２万円
下水道事業 18億 9,317万円 １8億 2,445万円 6,872万円
農業集落排水事業 ７億 4,805万円 ７億 3,023万円 1,782万円

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
一
般

会
計
と
分
け
て
経
理
を
し
て
い
る

８
つ
の
特
別
会
計
は
、
全
て
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
事
業
を
重
点
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
前
年
度
に
比
べ
増
加
し
た
主
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
総
務
費
で
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
の
増
に
よ
る
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
積
立
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

１
億
４
４
７
７
万
余
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
も
の
は
、
衛

生
費
で
、
年
度
ご
と
の
負
担
計
画
に
基
づ

い
た
北
信
総
合
病
院
再
構
築
負
担
金
が
前

年
度
よ
り
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

１
億
５
７
８
４
万
余
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
大
幅

な
増
加
や
大
型
家
屋
の
新
築

に
よ
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
市
税
は
前
年
度
に
比
べ

１
億
７
２
７
５
万
余
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、市
税
な
ど
の
伸
び
に
よ

る
基
準
財
政
収
入
額
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

１
６
７
１
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
国
の
経
済
対
策
に

よ
る
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
が
前

年
度
で
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

５
３
０
９
万
余
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
債
は
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
整

備
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ

１
億
３
９
６
０
万
余
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計

決算概要

歳入総額　45万　 834円
歳出総額　44万3,262円市民一人当たりでは… 平成 26 年度末の人口※

（４万 4,026 人）で計算

地方交付税
60億9,159万円
30.7％

市税
56億7,959万円
28.6％

市債
20億7,655万円
10.5％

国庫支出金
17億6,615万円
8.9％

諸収入
8億7,078万円
4.4％

繰越金
5億3,132万円
2.7％

その他
18億4,450万円
　　　　9.2％

198億4,844万円
（前年度比 2.1％増）

県支出金
9億8,796万円
5.0％

歳　入

※平成 26年度末の人口は、国勢調査を基にした数字です。
※１万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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一般会計基金残高
（平成２6年度末現在）

財政調整基金 ２０億 8,448万円
減債基金 11億 1,214万円

公共施設等整備基金 39億 6,497万円
合併振興基金 13億 3,700万円
その他基金 ２3億 1,811万円

合計 108億 1,670万円

　
市
の
貯
金
に
当
た
る
も
の

が
、「
基
金
」
で
す
。

　
平
成
２6
年
度
末
の
一
般
会

計
基
金
残
高
は
、
１
０
８
億

１
６
７
０
万
円
で
、
前
年
度
末

に
比
べ
３
６
７
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
予
算
執
行
時
の
歳
出
削
減
や

財
源
確
保
に
努
め
、
基
金
残
高

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断

す
る
基
準
と
し
て
健
全
化
判
断

比
率
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本

市
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
早
期

健
全
化
基
準
以
内
で
あ
り
、
健

全
な
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

市債残高（平成 ２6 年度末現在）

一般会計 １８8億 4,821万円

下水道事業特別会計 １37億 4,152万円

農業集落排水事業特別会計 68億 6,760万円

水道事業会計 38億 4,485万円 

合計 ４33億 　２１８万円

　
市
の
借
金
に
当
た
る
も
の

が
、「
市
債
」
で
す
。

　
本
市
の
全
会
計
の
市
債
残

高
は
、
４
３
３
億
２
１
８
万
円

で
、
前
年
度
末
に
比
べ
９
億

７
６
４
８
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

水道事業会計 収入 支出 収支

収益的収支 10億 4,618万円 ８億 5,030万円 １億 9,589万円

資本的収支 １億 7,115万円 ６億 6,429万円 △４億 9,314万円

　
独
自
の
収
入
で
そ
の
経
費
を
ま

か
な
う
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る

会
計
で
、
本
市
で
は
水
道
事
業
会

計
が
該
当
し
ま
す
。

※収益的支出は１億9,589万円の黒字となりました。
※資本的支出の収支不足額４億9,314万円は、過年度分損益勘定留保資金２億3,106

万円、当年度分損益勘定留保資金9,165万円、減債積立金5,000万円、建設改良積
立金１億円および当年度分消費税等資本的収支調整額2,044万円で補

ほ て ん

塡しました。

企
業
会
計

○実質赤字比率＝一般会計等の標準財政規模（標準的な状態で毎年度経常的に市の収入となる一般財源の規
模）に対する実質赤字額の比率。財政運営の悪化の度合いを示します。

○連結実質赤字比率＝公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字額および資金の不足額の標準財
政規模に対する比率。財政運営の悪化の度合いを示します。

○実質公債費比率＝一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金（借入金の返済額等）の標準
財政規模を基本とした額に対する比率。資金繰りの程度を示します。

○将来負担比率＝一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比
率。現時点での負債の残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示します。

※財政の健全化を判断する指標の内容

貯
金
は
？

借
金
は
？

財
政
は
健
全
？

指標 実質赤字
比率※

連結実質
赤字比率※

実質公債費
比率※

将来負担
比率※

中野市  ー  ー 8.6％  ー

早期健全化基準 13.04％ 18.04％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 30.00％ 35.0％

※赤字がない場合および比率が算定されない場合は「－」となります。
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８
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
全
11
会
場
で
開
催
し
た
「
新
庁
舎
建
設

整
備
基
本
設
計
（
案
）
に
係
る
市
民
説
明
会
」
で
の
主
な
ご
意
見
と
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
頂
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
を
検
討
し
、
よ
り
良
い
庁
舎
と
な
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
説
明
会
の
議
事
録
お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
整
備
基
本
設
計
（
案
）
に
係
る

市
民
説
明
会
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
ご
意
見

財
政
課
管
財
係　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
８
）

問

計画
概要

人口減少に伴う職員減を踏まえた規模に／玄関は庇が長いため暗
い感じになる／２階屋根は、雨漏りが心配なため陸屋根はやめた
方がよい

配置
計画

思いやり駐車場が日陰にあるのはどうか／北側に向いている建物
はどうかと思う／市民会館を壊し、北側に新庁舎を整備できない
か／玄関は東寄りがいい／玄関は南側か東側が望ましい／北側の
玄関はやめてほしい／全体的な敷地の有効活用を示す必要がある

平面
計画

市民スペース等は不要なので、その分の面積を減らした方がよい。
市民発表の場は公民館でよい／ＮＰＯの活動拠点をもっと入れて
ほしい。市民が行政を担えるよう設計してほしい／市民スペース
等を休日等に使う場合には、トイレやカウンター、空調等の管理
も課題／市民スペース等は、日照等の環境が良い南側に設けた方
がよい／喫煙室は３カ所もいらない／通路は現庁舎よりも広くし
てほしい／機械室は最上階ではなく、維持管理を考え、別棟とし
た方がよい／水道やガス管等は交換のことを考えてほしい

設備
計画

エレベーターは２基必要／エスカレーターはランニングコストも
かかり、危険なので不要／太陽光パネルを増やしてほしい

スケ
ジュール設計に市民の意見を反映するためにも適切なスケジュール管理を

事業費
および
財源

事業費 39 億３千４百万円は建設単価としては高い／当初事業費
の積み上げが甘くて納得できないので、丁寧な説明が必要／新国
立競技場でも事業費が問題になっている状況を踏まえて進めてほ
しい／建設に反対ではないが、子どもたちに借金を残すため、財
政計画の説明が必要／ 30 年先を見て無駄のない計画を

市民説明会での主なご意見

その他

駐車場の除雪には十分配慮を／事業費が増額になったので、もう一度最初から考えた方がよい。市民に最
初から説明するのが筋道。庁舎が建っても地元の要望が通らないようでは困る／ワンストップで利用しや
すくなるため、早く整備してほしい／老朽化して手狭なため、建て替えにはいいタイミング／同じ場所に
建てるのが無難／新庁舎は必要と思うが、現庁舎も 20 ～ 30 年は大丈夫では／企業の誘致や産業のＰＲな
どをし、財政が豊かになってから庁舎を建てるのも案では／近隣の自治体が消滅するという話もあるため、
広域的な面でも地域の拠点となるよう先取りした視点で／学校の壁画のように市章などを庁舎に付けては
どうか／緑地やモニュメントなどは趣があってよいので整備を／中野市の特徴を考慮した設計に／トイレ
等は女性の意見を取り入れて／現庁舎は古いので早急に中野市らしい夢のある市庁舎整備を／職員も元気
で働けるように福利厚生の充実を／市民スペースを活用する市民と職員が一緒に活動したり、カウンター
の外の相談コーナーに職員が出ていくことでフレンドリーになる。新庁舎を機に職員と市民の関わりを構
築できるような視点で設計を／これまでに説明会があったことは全く知らないので、周知の方法をもっと
考えて／施工は地元業者が受注できるように／人口減少を踏まえて、豊田支所や中野保健センターを使い
ながら小さい庁舎でもいいのでは／市民会館は現在地に整備してはどうか／旧中野高校跡地の利用方法が
決まっていないなら学校としても活用できるのでは／将来素晴らしい庁舎と言われるよう進めてほしい

パブリックコメントで提出されたご意見
募集期間　８月６日～９月７日
募集結果　意見提出者８人（持参２人、ファクス２人、Ｅメール３人、電子申請１人）
広報等で周知し、説明会を開いたから理解を得たとするのは無理がある。周知の方法を検討してほしい。地元紙
への掲載は有効である。税金を使うので、十分な説明と責任の所在を明確に。
市内の建設業者に発注してほしい。できるだけ市内業者を活用してほしい。
庁舎新築はどこから話が出てきたのか。財源は。駐車場が北側で凍結に対する考えは。新庁舎よりも、公共交通
や福祉、相談体制、保健師の充実、人口増加施策に予算を使ってほしい。小学校の統廃合は民意とは遠い。投票
所は増やすべきである。いきいき検診や保育園は中野市の魅力である。
玄関は駐輪場側（東側）がよい。エスカレーターは不要。会議室などの小部屋の面積を減らすか、大スペースに
して多目的に使った方がよい。４・５階の面積が大きく、部屋を減らすなどの工夫を。最高の設備や内装ではなく、
普通の庁舎を。大きく完璧な庁舎は必要ない。
エスカレーターは、危険なため不要である。
市民スペースは評価できるが、市民はサービスを受ける客体でなく、市政の担い手である。市民や自治組織のた
めのスペースを広く取り、休日や業務終了後にも市民が独立して使用できる構造を確保し、トイレや給湯室の配
置にも配慮してもらいたい。
エスカレーター、多目的スペース、キッズコーナー等は不要。相談コーナーは何に使うのか。２階の執務室全体
を１階に移し、入らなければ１階を広げる。駐車スペースはもっと少なくてよい。市長や議会の関係室は現在よ
り広げない。５階のロビーは不要。喫煙室は不要で、必要なら不便な所へ。組合書記局も不便な所へ。今後、建
設費が上がる場合は市民にしっかり説明を。耐震補強でもいいのではないかとも思う。新築しなければならない
理由等、詳しく説明してほしい。
太陽光パネルが少ないので、屋根全面、窓ガラス等に設置してほしい。喫煙室は１階に必要。２階屋上の活用は。
食事を提供するスペースがないが、市の農産物を使ったランチを提供してほしい。駐車場に車止めは必要。

※掲載したご意見は、簡潔に要約させて頂いております。
　提出されたご意見に対する市の考え方は、基本設計の確定に合わせて公表します。

※掲載したご意見は、項目ごとに集約し、簡潔に要約させて頂いております。
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新
庁
舎
整
備
の
理
由
を
は
じ

め
、
財
源
や
将
来
負
担
へ
の
ご
心

配
に
対
す
る
市
の
考
え
方
、
現
庁

舎
の
南
側
に
配
置
す
る
理
由
と
そ

の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

  

な
ぜ
新
庁
舎
を
整
備
す
る
の
？

  

新
市
民
会
館
は
ど
う
す
る
の
？

　
現
庁
舎
は
、
耐
震
性
能
の
不
足

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
平

成
25
年
度
に
立
地
や
整
備
手
法
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
本
庁
舎
は

平
成
29
年
度
を
目
標
に
現
庁
舎
敷

地
に
、
市
民
会
館
は
平
成
32
年
度

を
目
標
に
旧
中
野
高
校
跡
地
に
建

て
替
え
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
度
、
新
庁
舎
建

設
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
る
中
で
、
平
成
20
年
度
に
約

26
億
８
千
万
円
と
試
算
し
た
事
業

費
が
、
当
時
に
比
べ
建
設
単
価
が

上
昇
し
、
今
後
も
上
昇
傾
向
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
建
設
位

置
が
具
体
的
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
平
成
20
年
度
当
時
試
算
が
困
難

で
あ
っ
た
経
費
が
次
第
に
分
か
っ

て
き
た
こ
と
を
受
け
、
新
庁
舎
お

よ
び
新
市
民
会
館
の
両
施
設
を
建

設
し
た
場
合
の
財
政
推
計
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
健
全
財
政
を
堅
持
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
庁
舎
は
市
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
の
防
災
拠
点
で
あ
る
こ

と
、
中
野
市
は
今
後
も
地
域
の
中

心
都
市
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
必
要
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
今
後
控
え
て
お

り
、
将
来
は
よ
り
難
し
い
資
金
繰

り
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
新
市
民

会
館
は
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

お
ら
ず
将
来
的
に
も
有
利
な
補
助

制
度
を
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
初
の
予
定

ど
お
り
新
庁
舎
を
先
に
建
設
す
る

こ
と
と
し
、
市
民
会
館
は
、
当
面
、

現
在
の
建
物
を
利
用
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
新
市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
新
市
民
会
館
の
施
設
内
容
や

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
財
政
・
建
設
ま
で
の
条
件

が
整
い
次
第
、
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

  

財
源
は
ど
う
す
る
の
？ 

　
新
庁
舎
建
設
整
備
基
本
計
画
で

は
、
概
算
事
業
費
を
39
億
３
千
４

百
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
財
源
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
旧

合
併
特
例
事
業
債
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
発
行
で
き
る
残
り
の

額
が
限
ら
れ
少
な
い
こ
と
、ま
た
、

起
債
の
充
当
は
一
つ
の
事
業
に

つ
き
一
つ
の
起
債

と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
旧
合
併

特
例
事
業
債
は
別

の
事
業
に
有
効
に

充
て
る
こ
と
と
し
、

新
庁
舎
で
は
、
将

来
に
備
え
一
般
財

源
で
あ
る
基
金
の

充
当
を
で
き
る
だ

け
減
ら
す
た
め
に
、

旧
合
併
特
例
事
業

債
に
比
べ
て
事
業

費
へ
の
充
当
が
多

く
見
込
ま
れ
る
一

般
事
業
の
地
方
債

（
市
債
）
を
充
て
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

  

市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
？
　

　
平
成
36
年
度
ま
で
の
財
政
推
計

を
行
い
、
将
来
も
一
定
程
度
の
基

金
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
財

政
指
標
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率

や
将
来
負
担
比
率
は
、
現
状
よ
り

も
悪
く
な
る
時
期
は
あ
り
ま
す

が
、
早
期
健
全
化
基
準
な
ど
で
問

題
視
さ
れ
る
よ
う
な
数
値
に
は
な

ら
な
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
財

政
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

  

な
ぜ
現
庁
舎
の
南
側
に
建
設
す

  

る
の
？

　
新
市
民
会
館
の
建
設
を
後
年
度

に
変
更
し
、
当
面
、
現
在
の
市
民

会
館
を
利
用
す
る
と
し
た
こ
と
、

ま
た
、
現
庁
舎
を
利
用
し
な
が
ら

新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
か
ら
、

現
市
民
会
館
と
現
庁
舎
へ
の
影
響

が
無
い
現
庁
舎
の
南
側
（
駐
車
場

部
分
）
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

  

積
雪
・
凍
結
へ
の
対
策
は
大
丈

  

夫
な
の
？

　
新
庁
舎
を
現
庁
舎
の
南
側
へ
配

置
す
る
こ
と
か
ら
、
北
側
に
駐
車

場
と
玄
関
を
配
置
す
る
た
め
、
冬

季
の
積
雪
・
凍
結
に
備
え
、
庁
舎

出
入
口
に
つ
い
て
は
建
物
北
側
に

雪
除
け
の
た
め
の
ピ
ロ
テ
ィ
（
大

き
な
庇ひ

さ
し

）を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

冬
季
の
北
風
を
考
慮
し
、
出
入
口

と
車
寄
せ
前
に
風
除
ガ
ラ
ス
ス
ク

リ
ー
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
玄
関
）

ホ
ー
ル
上
部
に
吹
抜
け
を
設
け
、

▲市民説明会の様子

暗
い
印
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

　
な
お
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

除
雪
に
配
慮
し
、
車
止
め
を
設
置

し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

項 目 金 額 財 源

新庁舎建設事業費 ３，９３４ 市債 ２，９５０
公共施設等整備基金   ９８４

▼事業費と財源 （単位：百万円）

▲北側玄関の配置イメージ▲車寄せピロティの配置イメージ
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保育所
　
来
年
４
月
か
ら
新
た
に
保
育
所

に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
定
員
を
超
え
て
申
し
込

み
が
あ
っ
た
保
育
所
に
つ
い
て
は

選
考
と
な
り
ま
す
。

　
第
１
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間
　
１１
月
２
日
㈪
～
16

日
㈪

○
利
用
申
し
込
み
が
で
き
る
方
　

市
内
に
住
所
（
住
民
票
）
が
あ

る
方
で
、
子
ど
も
の
保
護
者
が

仕
事
や
病
気
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
家
庭
で
子
ど
も
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合

○
支
給
認
定
　
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
に
お
け
る
「
支
給
認

定
」
と
は
、
保
育
所
の
利
用
を

希
望
す
る
保
護
者
の
申
請
を
受

け
て
、
市
が
そ
の
児
童
の
「
保

育
の
必
要
性
」
や
「
保
育
の
必

要
量
」
お
よ
び
「
保
育
所
を
利

平
成
28
年
度 

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

保
育
所
利
用
申
し
込
み
の

用
す
る
期
間
」
を
認
定
す
る
も

の
で
す
。
支
給
認
定
申
請
は
、

利
用
申
し
込
み
と
合
わ
せ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
な
ど
の
配
布
開
始
日
　

10
月
19
日
㈪

○
配
布
場
所
　
保
育
課
、
各
保
育

所
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
受
付
場
所
　
保
育
課
ま
た
は
各

保
育
所

○
そ
の
他（
申
し
込
み
方
法
な
ど
）

・
支
給
認
定
申
請
書
、
利
用
希
望

申
込
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
在
園
し
て
い
る
児
童

で
、
引
き
続
き
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
各
園
で
配
布
す

る
支
給
認
定
現
況
届
兼
保
育
利

用
継
続
希
望
調
査
書
に
関
係
書

類
を
添
え
て
在
園
し
て
い
る
園

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
育
児
休
業
の
終
了
な
ど
の
た
め

年
度
途
中
か
ら
保
育
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
、
４
月
か
ら
保
育

所
転
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も
こ

の
期
間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
育
課
保
育
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

　
市
で
は
、
市
民
の
権
利
・
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
取
得

に
係
る
本
人
通
知
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
住
民
票
や
戸

籍
謄
本
の
写
し
な
ど
の
証
明
書

が
、
第
三
者
か
ら
不
正
に
取
得

さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
に
、
当
事
者
本
人
に
不

正
取
得
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　
対
象
と
な
る
証
明

　
住
民
基
本
台
帳
法
お
よ
び
戸
籍

法
の
規
定
に
基
づ
く
、
次
の
証
明

が
対
象
で
す
。

①
住
民
票
の
写
し
（
削
除
さ
れ
た

住
民
票
の
写
し
を
含
む
）

②
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（
削

除
さ
れ
た
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
を
含
む
）

③
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
削
除
さ

れ
た
戸
籍
の
附
票
の
写
し
を
含

む
）

④
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
謄
本
・

抄
本
、
改
正
原
戸
籍
な
ど
を
含

む
）

⑤
戸
籍
届
出
書
記
載
事
項
証
明
書

　
本
人
通
知
対
象
者

〇
現
在
、
本
市
に
住
所
や
本
籍
が

あ
る
方

〇
過
去
に
、
本
市
に
住
所
や
本
籍

が
あ
っ
た
方

※
た
だ
し
、
亡
く
な
っ
た
方
や
失

踪
宣
告
を
受
け
た
方
お
よ
び
本

市
に
戸
籍
や
住
民
票
が
無
く
、

所
在
が
確
認
で
き
な
い
方
は
対

象
外
で
す
。

　
通
知
の
方
法
と
内
容

　
郵
送
に
よ
り
、
次
の
内
容
を
記

し
た
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

①
証
明
書
を
交
付
し
た
年
月
日

②
証
明
書
の
種
類

③
交
付
し
た
証
明
書
の
通
数

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
窓
口
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
取
得
に
係
る

本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

本人通知制度の仕組み

中野市

本人

国や地方公共団体の機関
（法務局など）

第三者
①住民票の写し等
　の交付申請

②交付

④不正取得があった旨の通知

⑤不正取得の
　事実を通知

③不正取得
　の判明

窓口
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　先に行ったインターネット回答がなかった世帯に対し、従来のとおり紙の調査票を配布して調査を行っ
ています。調査票には、世帯の世帯員をもれなく記入し、期限までに調査員に直接提出いただくか，調査
票と一緒にお配りした郵送提出用の封筒に入れて郵送で提出ください。

※提出期限　10 月７日㈬（インターネットで回答されていないにもかかわらず、調査票が届いていない
場合は、政策情報課までご連絡ください）

　なお、詳しい内容については国勢調査コールセンターまでお問い合わせください
※国勢調査コールセンター　０５７０（０７）２０１５
　【受付時間　午前 8 時～午後 9 時（土・日・祝日もご利用になれます）】

平成 27 年 国勢調査

問い合わせ先　政策情報課情報統計係　☎（２２）２１１１(内線２１７）

調査

　国勢調査は、10 月１日現在、日本に住んでいる全ての人および世帯が対象となります。
　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、
生活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

～調査票の提出はお済みですか？～

○調査票の提出はお早めに

募集
　
市
で
は
、
地
域
力
向
上
を
目
的

と
し
た
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
う

団
体
に
対
し
て
、
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

〇
対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
地
域
力
を
向
上
さ
せ
る
活

動
を
行
う
区
、
集
落
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体

〇
対
象
事
業
　
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
住

民
が
自
ら
考
え
、
自
ら
実
行
す

る
事
業
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

事
業
で
、
支
援
金
の
交
付
を
受

け
た
以
降
の
年
度
に
お
い
て
も

継
続
的
に
実
施
す
る
事
業

・
地
域
協
働
推
進
に
関
す
る
事
業

・
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
事
業

・
環
境
保
全
、
景
観
形
成
に
関
す

る
事
業

・
産
業
振
興
に
関
す
る
事
業

・
そ
の
他
、
地
域
力
の
向
上
に
役

立
つ
事
業

※
た
だ
し
、
他
の
補
助
金
な
ど
の

対
象
と
な
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

〇
対
象
経
費
　
原
材
料
費
、
使
用

料
、
消
耗
品
費
な
ど

※
た
だ
し
、
委
託
料
、
食
糧
費
、

賃
金
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

〇
支
援
金
額
　
対
象
経
費
の
10
分

の
10
以
内
で
限
度
額
10
万
円

〇
募
集
期
間
　
10
月
２
日
㈮
～
23

日
㈮

　問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

～
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
活
動
を
支
援
し
ま
す
～

「
地
域
力
支
援
金
」
事
業
（
第
二
次)

旧
中
野
高
校
跡
地
利
活
用
計
画
（
案
）

募集

に
対
す
る
ご
意
見

　
旧
中
野
高
校
跡
地
は
、
平
成
23

年
３
月
に
公
共
施
設
用
地
と
し
て

長
野
県
か
ら
購
入
し
、
用
地
の
一

部
に
、
さ
く
ら
保
育
園
を
整
備
し

ま
し
た
。
残
る
用
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
、
利
活
用
計
画

（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
利
活
用
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

〇
利
活
用
計
画(

案)

の
公
表
場
所

　
政
策
情
報
課
、
豊
田
支
所
地
域

振
興
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ

〇
提
出
方
法
　
様
式
は
任
意
で
す

が
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、「
利
活
用
計

画
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と

記
載
し
、
直
接
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
期
限
　
10
月
26
日
㈪

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
―
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル seisaku@city.

nakano.nagano.jp

利活用のイメージ

当面、グラウンド
として利用

東町 10号線拡幅
（進入路の整備）

中・北校舎を解体
跡地に「多目的防災広場」

を整備

当面、駐車場
として利用

【（仮称）新市民会館
建設予定地】南校舎を研修室などに

改修して利用

さくら保育園
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自

家
消
費
用
食
材
の
放
射
性
物
質
検

査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
10
月
の
検

査
開
始
か
ら
平
成
27
年
８
月
３１

日
ま
で
、
給
食
用
食
材
を
含
め
、

１
１
６
２
件
検
査
し
、
そ
の
結
果

は
全
て
「
不
検
出
」
で
し
た
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.city.

nakano.nagano.jp/

）
へ
掲
載

し
て
い
ま
す
。

検
査
対
象

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
家
消
費
用

に
自
分
で
栽
培
し
た
食
材

※
販
売
目
的
の
食
材
は
除
き
ま
す
。

検
査
手
続
き

①
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
検
査
日
時
な
ど
を
打
ち
合

わ
せ
し
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
水
曜
日
は

除
き
ま
す
。

②
検
査
日
ま
で
に
、
食
材
約

７
０
０
㌘
を
み
じ
ん
切
り
に
し

て
袋
に
詰
め
て
く
だ
さ
い
。

③
検
査
日
時
に
、
食
材
（
常
温
）

と
検
査
依
頼
書
を
検
査
場
所
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
検
査
依
頼
書
は
、
豊
田
支
所
・

各
公
民
館
に
あ
る
ほ
か
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

当
日
検
査
場
所
で
記
載
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

※
食
材
採
取
日
の
記
入
が
必
要
で

す
。

④
検
査
結
果
と
検
査
し
た
食
材
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
き
終
了
で

す
。

※
証
明
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
食
材
の
処
分
は
ご
自
身
で

お
願
い
し
ま
す
。

検
査
場
所

　
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
２
階
（
豊

田
支
所
隣
）

検
査
費
用

　
無
料

検
査
結
果

　
個
人
情
報
を
除
き
公
表
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

検査

　
個
人
住
民
税
（
個
人
市
民
税
・

個
人
県
民
税
）
の
特
別
徴
収
は
、

給
与
支
払
者
（
給
与
な
ど
を
支
払

う
会
社
や
個
人
）
が
、
給
与
所
得

者
（
従
業
員
）
に
毎
月
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き

し
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て
市
へ
納

入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
地
方
税
法
及
び
市
税
条
例
に
よ

り
、
給
与
支
払
者
は
原
則
と
し
て
、

従
業
員
の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
未
実
施
の
給
与
支
払

者
の
方
は
、
特
別
徴
収
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
特
別
徴
収
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
】

従
業
員
の
方

○
個
々
に
税
金
を
納
め
る
手
間
が

省
け
る
と
と
も
に
、
納
め
忘
れ

が
な
く
な
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収
は
年
１２
回
の
分
割
納

付
で
あ
る
た
め
、
納
付
書
に
よ

る
年
４
回
の
納
付
よ
り
も
、
１

回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

給
与
支
払
者
の
方

○
税
額
計
算
は
市
が
行
っ
た
上
で

通
知
す
る
た
め
、
所
得
税
の
よ

う
に
給
与
支
払
者
が
税
額
を
計

算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
従
業
員
数
が
常
時
１０
人
未
満
の

給
与
支
払
者
は
、
年
１２
回
の
納

期
を
年
２
回
に
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
お
願
い
し
ま
す

給
与
支
払
者
（
事
業
者
）
の
皆
さ
ん
へ

税金
　
市
立
博
物
館
で
は
、
博
物
館
の

事
業
運
営
に
関
し
て
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
市

立
博
物
館
協
議
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数
　
若
干
名

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

（
11
月
か
ら
平
成
29
年
11
月
の
予
定
）

応
募
資
格
　
10
月
1
日
現
在
で
、

次
の
項
目
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
満
20
歳
以
上
の
方

・
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

応
募
方
法
　
市
立
博
物
館
や
市
役

所
総
合
案
内
窓
口
、
豊
田
支
所
窓

口
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に

応
募
動
機
を
２
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
市
立
博
物
館
へ
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
　
10
月
７
日
㈬
～
30
日

㈮選
考
方
法
　
書
類
選
考
で
行
い
ま

す
。
な
お
、
書
類
は
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
０
０
４
６
（
片
塩

１
２
２
１
）

市
立
博
物
館

☎
�
２
０
０
５

フ
ァ
ク
ス
�
２
０
０
５

Ｅ
メ
ー
ル
　hakubutsukan@city.

nakano.nagano.jp

市
立
博
物
館
協
議
会
委
員

市
民
の
皆
さ
ん
が
栽
培
し
た
食
材
の

放
射
性
物
質
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

募集
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２
０
１
５
秋
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

　
市
内
の
農
産
物
や
特
産
品
な
ど
を
数
多

く
掲
載
し
た「
２
０
１
５
秋
冬
の
ギ
フ
ト
」

を
発
行
し
ま
す
。
１０
月
中
旬
に
全
戸
配
布

す
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
会
員

の
皆
さ
ん
へ
の
送
付

や
、
姉
妹
都
市
で
の

全
戸
配
布
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
も
配

布
し
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
親
し
い
方
な
ど

へ
の
贈
り
物
に
、
秋
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ

グ
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

ギ
フ
ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
　

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

発行販売
　
年
賀
状
で
市
内
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
く
た
め
、「
お
い
し
い
年
賀
状
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
数
量
限
定

に
つ
き
完
売
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格
　
は
が
き
一
枚
４7
円

販
売
枚
数
　
１
万
７
千
枚

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
代
金
を
添
え
て
一
般
財
団
法
人
中
野

市
産
業
公
社
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
は
、市
役
所
総
合
案
内
窓
口
、

豊
田
支
所
窓
口
、
一
般
財
団
法
人
中
野
市

産
業
公
社
の
ほ
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
売
れ
る
農
業
推
進
室
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
お
渡
し
時
期
　
１１
月
下
旬

当
選
商
品
　
中
野
市
産

キ
ノ
コ
セ
ッ
ト

当
選
者
　
年
賀
状
の
購

入
者
（
１０
人
）
お
よ
び

年
賀
状
を
受
け
取
っ
た

方
（
２
０
０
人
）

当
選
発
表
　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
更

新
日
は
平
成
２8
年
２
月
1
日
㈪
）
お
よ
び

広
報
な
か
の
平
成
２8
年
２
月
号
に
、
当
選

番
号
、申
し
出
方
法
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

　
本
市
は
、
流
入
経
路
も
特
徴
も
異
な
る

２
系
統
（
奈
良
家
・
西
原
家
）
の
土
人
形

が
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在
も
制

作
さ
れ
て
い
る
、
全
国
に
類
を
見
な
い
地

域
で
す
。
中
野
ひ
な
市
の
即
売
会
に
は
全

国
か
ら
愛
好
家
が
集
ま
り
、
ま
た
、
日
本

土
人
形
資
料
館
に
は
、
全
国
か
ら
集
め
ら

れ
た
土
人
形
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
伝
統
文
化
に
親
し
む
機
会
と

し
て
、「
第
10
回 

土
人
形
の
里
信
州
な
か

の 

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
ま
す
。
土
人
形
の
絵
付
け
体
験
を
通

じ
、
そ
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
方
法
　
10
月
1
日
㈭
か
ら
平
成
２8
年

１
月
３１
日
㈰
午
後
４
時
ま
で
の
間
に
、
次

の
施
設
に
お
い
て
指
定
種
別
の
土
人
形
を

制
作
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

・
日
本
土
人
形
資
料
館

・
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

・
ま
ち
な
か
交
流
の
家

※
応
募
作
品
は
自
作
の
作
品
で
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
９
人
以
上
の
団
体
は
、
事
前
に
日
本
土

人
形
資
料
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

応
募
点
数
　
一
人
１
点

応
募
料
　
無
料（
た
だ
し
、材
料
費
と
し
て
、小

学
校
の
部
は
１
０
０
円
、一
般
の
部
は
３
０
０

円
の
人
形
代
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

部
門
と
人
形
の
種
類
　
　

・
小
学
校
低
学
年
以
下
の
部

　「
子
犬
」
も
し
く
は
「
月
の
兎
」

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　「
招
き
猫
」も
し
く
は「
丸ま

る
ち
ん狆（

奈
良
家
）」

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

　「
踊
り
子
（
奈
良
家
）」
も
し
く
は
「
大

黒
（
西
原
家
）」

作
品
審
査
　
主
催
者
が
設
置
す
る
審
査
会

に
お
い
て
、
部
門
ご
と
に
行
い
ま
す
。

各
賞
（
部
門
ご
と
）

○
最
優
秀
賞
１
点（
賞
状
、副
賞
・
１
万
円
）

○
優
秀
賞
３
点
（
賞
状
、
副
賞
・
５
千
円
）

○
佳
作
10
点
（
賞
状
、
副
賞
・
２
千
円
）

※
入
賞
者
全
員
に
絵
付
け
体
験
無
料
券
を

贈
呈
し
ま
す
。

※
児
童
の
副
賞
は
、
同
額
の
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。

結
果
発
表
　
平
成
２8
年
３
月
上
旬
、
「
広

報
な
か
の
」
な
ど
で
発
表
す
る
ほ
か
、
入

賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

表
彰
式
　
平
成
２8
年
３
月
20
日
㈰

展
示
会
（
応
募
全
作
品
）
　
平
成
２8
年
３

月
20
日
㈰
～
４
月
１
日
㈮

※
詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

日
本
土
人
形
資
料
館

☎
�
０
７
３
０

第
１０
回 

土
人
形
の
里
信
州
な
か
の

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

募集

年賀状みほん

お
い
し
い
年
賀
状
限
定
販
売
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臨
時
福
祉
給
付
金
・
臨
時
福
祉
商
品
券
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
を
対
象
に
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

日
ご
ろ
の
悩
み
も
相
談
で
き
る
良
い
機
会

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
１１
月
１８
日
㈬

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

会
場
　
北
信
総
合
病
院
さ
く
ら
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容　

認
知
症
の
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
方

法
を
楽
し
く
実
践
、
交
流

会
、専
門
相
談
（
希
望
者
）

参
加
費
　
無
料

定
員
　
３０
人
（
要
予
約
）

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
締
め
切
り

申
込
期
限
　
１０
月
３０
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

高
齢
者
支
援
課
長
寿
福
祉
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

家
族
介
護
者
交
流
会

開催

健康 介護予防講座（さんさん講座）
平成２7年度＜後期＞

講座名 楽しく歌って心も体もリフレッシュ いきいきシニア栄養講座 健康づくり教室

内　容

懐かしいあの歌この歌、季節を
味わう思い出の歌。歌うことは
脳への心地よい刺激となり、深
い呼吸が体をリフレッシュさせ
てくれます。

簡単な調理実習を交えながら、
高齢期の食事についての基本的
な知識を学びます。男性の方も
お気軽にご参加ください。

楽しみながら日常生活に必要な
筋力アップを目指します。男性
女性問わずご参加をお待ちして
います。

期　日 １１月2日、１１月１6日、１1月30日、
１２ 月 １4 日（いずれも月曜日）

10 月 29 日㈭、11 月 12 日㈭、
11 月 25 日㈬、12 月９日㈬

１１月４日、１１月１8日、１2月２日、
１2 月 1６ 日（いずれも水曜日）

時　間 午後2時～3時 １５ 分 午前 10 時～正午 午後２時～３時

会　場 さんさん館（中野市福祉ふれあ
いセンター敷地内） 中野保健センター 中野保健センター　軽運動室

講　師 声楽家　沼
ぬ ま た

田秀
ひ で み

美さん 高齢者支援課　管理栄養士
ながでんハートネット駅前健康
ぷらざ
健康運動指導士　塚

つ か だ

田和
か ず き

樹さん
定　員 １５ 人 １０ 人 １5 人

持ち物 なし エプロン、三角巾（てぬぐいな
ど）、筆記用具

水分補給するための飲み物、汗
拭きタオル

参加費 無料 １回につき、食材費として ４００
円の実費が必要です。 無料

　６５ 歳以上の方を対象に、介護予防講座「さんさん講座」を開催します。
　皆さんで楽しみながら健康な体をつくりましょう。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
・
臨
時
福
祉
商
品
券

に
つ
い
て
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
７
月
中
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
期
限
内
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

で
申
請
書
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
方

○
平
成
２７
年
１
月
１
日
に
お
い
て
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

○
平
成
２７
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
親
族
や
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
。

支
給
額
（
対
象
者
１
人
当
た
り
）

○
臨
時
福
祉
給
付
金
　
６
千
円

○
臨
時
福
祉
商
品
券
　
４
千
円

申
請
先
　
福
祉
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域

振
興
課
（
郵
送
可
）

申
請
期
限
　
１１
月
３０
日
㈪

支
給
（
不
支
給
）
決
定
　
申
請
を
受
け
た

後
、
平
成
２６
年
中
の
所
得
な
ど
受
給
資
格

に
つ
い
て
審
査
の
上
、
支
給
（
不
支
給
）

決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
７
６
・
２
５
５
）

２０１５．１０

問い合わせ・申し込み先
高齢者支援課長寿福祉係
（中野保健センター内）
☎（２２）２１１１（内線２４３）

給付金
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特
定
疾
病
患
者
等
激
励
金

　
市
で
は
、
11
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住

所
の
あ
る
特
定
疾
病
患
者
な
ど
に
対
し

て
、
中
野
市
特
定
疾
病
患
者
等
激
励
金
を

支
給
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者
（
次
に
該
当
す
る
方
）

①
人
工
透
析
患
者

②
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

③
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
者

※
た
だ
し
、
次
の
助
成
・
慰
労
金
な
ど
の

支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
支
給
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

・
在
宅
福
祉
支
援
事
業
通
院
費
等
助
成

・
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
介
護
慰
労
金

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
奨
励
給
付
金

○
申
請
期
限
　
１０
月
３0
日
㈮

○
支
給
額
（
年
額
）

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
　
１
万
円

・
市
民
税
課
税
世
帯
　
５
千
円

○
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
次
に
該
当
す
る
受
療

証
、
受
給
者
証
ま
た
は
受
診
券
の
写
し

を
添
付
し
、
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
各
健
康
保
険
機
関
が
発
行
す
る
特
定
疾

病
療
養
受
療
証

②
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

③
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
４
）

　
今
年
度
の
市
の
子
宮
が
ん
検
診
は
受
け

ま
し
た
か
。
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
で
未

受
診
の
方
は
、
11
月
13
日
㈮
ま
で
に
指
定

医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
２０
歳
以
上
の
女
性
の
方
で
、
子

宮
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
子
宮
が
ん
の

早
期
発
見
の
第
一
歩
で
す
。

　
年
に
一
度
は
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

健
康
づ
く
り
課
健
康
管
理
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

子
宮
が
ん
検
診
は
11
月
13
日
ま
で

健康
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子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た

め
に
は
、
温
か
い
家
庭
が
大
切
で
す
。
し

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
実
親
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭

に
迎
え
入
れ
、
一
緒
に
過
ご
す
中
で
新
し

い
絆
を
結
び
、
里
親
と
し
て
一
緒
に
子
育

て
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
が
好
き

で
健
康
で
明
る
い
方
で
あ
れ
ば
、
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い

る
子
ど
も
を
お
盆
や
お
正
月
に
預
か
る

「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
里
親
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
里
親
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
里
親
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
》

○
期
日
　
１０
月
３１
日
㈯

○
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
会
場
　
児
童
養
護
施
設
　
松
代
福
祉
寮

　（
長
野
市
松
代
町
東
条
字
腰
巻
１
０
８
番

地
２
）

○
内
容
　
里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
さ
ん

の
体
験
発
表
な
ど

　
参
加
希
望
の
方
は
、
１０
月
２３
日
㈮
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

長
野
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
２
６
（
２
３
８
）
８
０
１
０

子
ど
も
相
談
室
子
ど
も
相
談
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
７
・
２
７
８
）

子育て

福祉調査

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
２３
年
度
に
策
定
し
た
中

野
市
男
女
共
同
参
画
計
画
「
共
に
い
き
い

き 
な
か
の
プ
ラ
ン
２１
」
が
、
平
成
２８
年

度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画

の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
見
直
し
に
当
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
皆
さ
ん

に
は
、
調
査
票
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
本
調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
対
象
者
　
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
２０
歳

以
上
の
市
民

○
調
査
票
配
布
時
期
　
１０
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
男
女
共
同
参
画

係
（
人
権
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

～
里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

里
親
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
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①
明
ら
か
に
発
熱
の
あ
る
方

明
ら
か
な
発
熱
と
は
、
一
般
的

に
、
体
温
が
37
・
５
度
以
上
の

場
合
を
指
し
ま
す
。

②
重じ

ゅ
う
と
く篤

な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

急
性
の
病
気
で
薬
を
飲
む
必
要

の
あ
る
方
は
、
そ
の
後
の
病
気

の
変
化
が
分
か
ら
な
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
日
は

接
種
を
見
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に

含
ま
れ
る
成
分
に
よ
っ
て
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
呈て
い

し
た
こ

と
が
明
ら
か
な
方

　インフルエンザの予防接種を受ける前に、まず、下記の説明をお読みください。
　予診票は、接種をする医師にとって予防接種の可否を決める大切な情報です。接種を受け
る本人または、その保護者が責任をもって記入していただき、正しい情報を医師に伝えてく
ださい。
　なお、予防接種の説明について十分に納得できない際は、接種を受けないでください。
　また、この予防接種に関して、気に掛かることや分からないことがありましたら、接種を
受ける前に担当の医師、看護師または健康づくり課へ相談しましょう。

　インフルエンザの予防接種が始まりました。
　昨シーズンまでのインフルエンザワクチンはＡ型２種類・Ｂ型１種類でしたが、今
シーズンからＡ型２種類・Ｂ型２種類の合計４種類のワクチンになります。
　予防接種を受ける際の注意点などを確認し、正しい知識で予防接種を受けましょう。

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
は
、

通
常
30
分
以
内
に
起
こ
る
、
激

し
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。

発
汗
、
顔
が
急
に
腫
れ
る
、
全

身
に
じ
ん
ま
し
ん
が
出
る
、
吐

き
気
、
嘔お

う

と吐
、
声
が
出
に
く

い
、
息
が
苦
し
い
な
ど
の
症
状

に
続
き
、
血
圧
が
下
が
っ
て
い

く
激
し
い
全
身
反
応
で
す
。

④
以
前
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
受
け
た
と
き
、
２
日

以
内
に
発
熱
、
発は

っ
し
ん疹

、
じ
ん
ま

し
ん
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
と
思
わ

れ
る
異
常
が
み
ら
れ
た
方

⑤
過
去
に
免
疫
不
全
の
診
断
が
さ

れ
て
い
る
方	

※
「
①
～
⑤
」
に
該
当
し
な
く
て

も
、
医
師
に
よ
り
接
種
不
適
当

と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
接
種
で

き
ま
せ
ん
。

①
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
や

血
液
、
そ
の
他
慢
性
の
病
気
で

治
療
を
受
け
て
い
る
方

②
今
ま
で
に
、
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
方

③
今
ま
で
に
、
ぜ
ん
そ
く
と
診
断

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

成
分
ま
た
は
鶏
卵
、
鶏
肉
、
そ

の
他
の
鶏
由
来
の

も
の
に
対
し
て
、

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
と
言
わ
れ
た
こ

と
の
あ
る
方

①
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間

は
、
急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
医
師
（
医
療

機
関
）
と
す
ぐ
に
連
絡
を
取
れ

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
多
く
は

24
時
間
以
内
に
出
現
し
ま
す
の

で
、
特
に
こ
の
間
は
体
調
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
接
種
当
日
は
、

い
つ
も
ど
お
り

の
生
活
を
し
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
な
い
方

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
る

に
当
た
り
、
医
師
と

よ
く
相
談
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方

～予防接種を受ける際の注意点について～

インフルエンザ予防接種

も
構
い
ま
せ
ん
が
、
激
し
い
運

動
や
大
量
の
飲
酒
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

④
入
浴
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

が
、
注
射
し
た
部
位
を
強
く
こ

す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
た

は
後
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問い合わせ先　健康づくり課（中野保健センター内）　☎（22）2111（内線２４２・３６８）

　６５歳以上の方などを対象に、インフルエンザの
予防接種を実施します。なお、この予防接種は希
望される方のみで、接種の義務はありません。

高齢者
　インフルエンザの予防接種は任意（法定外）接
種ですが、子育て支援として保護者の経済的負担
の軽減を図るため、接種費用の一部を助成します。

子ども

医療機関名 電話番号 子どもの接種可能年齢 医療機関名 電話番号 子どもの接種可能年齢

北信総合病院 ２２－２１５１ 生後６カ月～中学３年生 高橋医院 ２６－２１７１ ３歳～中学３年生
アライクリニック ２４－０６０１ １歳～中学３年生 徳竹医院 ２２－３２０２ １歳～中学３年生
飯田医院 ２２－２６５３ 生後６カ月～中学３年生 西原医院 ２２－３００７ １歳～中学３年生
市川内科医院 ２２－３３６６ 小学１年生～中学３年生 西丸医院 ２３－２４０５ ―
今井こども医院 ２４－７７５５ 生後６カ月～中学３年生 長谷川クリニック ２６－７７００ 生後６カ月～中学３年生
小田切医院 ２２—３０５４ 中学生のみ 広田医院 ２２－６６６１ １３ 歳～中学３年生

くまき整形外科・リウ
マチ科クリニック ２３—１３０１ 生後６カ月～中学３年生 丸谷医院 ２６－００７７ １歳～中学３年生

高野医院 ２２－６８１０ 小学１年生～中学３年生 三沢クリニック ２２－５５２２ １歳～中学３年生
佐藤病院 ３８－３３１１ ― 南谷整形外科 ２２－７７２２ 小学１年生～中学３年生

すずきレディス
クリニック ２４－７８８７ 中学生のみ 油井内科医院 ２６－１２４１ 小学１年生～中学３年生

須藤医院 ２２－３７４６ 中学３年生のみ 渡辺耳鼻咽喉科
医院 ２６－５７３３ １歳～中学３年生

関整形外科 ２２－６１７０ ―

▼子ども・高齢者の方がインフルエンザ予防接種を受けられる市内の医療機関一覧

※医療機関によって、子どもの接種可能年齢が異なります。また、高齢者の方は、上記の医療機関
全てにおいて接種可能です。

インフルエンザの予防接種費用を助成します

接種対象者
６５歳以上の方(満年齢)
※６０歳以上６５歳未満の方で、一定の
障害がある方も対象になります。

接種期間
平成28年３月31日まで
※より有効性を高めるため１２月下旬
までに接種しましょう

接種回数 １回

一部
自己負担額

１，０００円
※上記対象者のうち、生活保護受給
者は無料です。被保護者証明書を
お持ちください。

受けられる
医療機関

市内の医療機関
※市外の医療機関をご希望の方は、
健康づくり課へご連絡ください。

申し込み 必ず事前に医療機関へ確認・予約をし
てください。

接種当日持
参するもの

医療機関の窓口に、住所、氏名、生年
月日などが確認できるもの(保険証、
免許証など)を提示してください。

予診票 医療機関の窓口に専用の予診票があり
ますので、記入後提出してください。

接種対象者
平成12年４月２日以降に生まれた、
生後６カ月から１５歳（中学３年生）
までで接種を希望する者

接種助成
期間

平成28年３月３１日まで
※より有効性を高めるため１２月下旬
までに接種しましょう

助成金額

1人１回につき１，０００円を助成しま
す。
※医療機関では、掛かった費用から
1,000円を差し引いた金額をお支払
いいただきます。

受けられる
医療機関

市内の医療機関　　
※市外の医療機関をご希望の方は、
　健康づくり課へご連絡ください。

申し込み 必ず事前に医療機関へ確認・予約を
してください。

接種当日持
参するもの

医療機関の窓口に住所、氏名、生年月
日が確認できるもの(保険証、母子健
康手帳など)を提示してください。

予診票 医療機関の窓口に専用の予診票があり
ますので、記入後提出してください。
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10・11 月の行事予定

子育て支援センター健康メモ活き
　生き！

お口、渇きませんか？

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）2111（ 内線 242）

　唾液の分泌は、年齢を重ねるごとに少なくな
る傾向にあります。唾液は、口の中の汚れを洗
い流して細菌の繁殖を防ぎ、ネバつきを抑えて
くれます。そんな大切な役割を果たす唾液の分
泌を促し、お口をサラサラに保ちましょう。

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
各子育て支援センターへお問い合わせください。

開館時間　午前８時 30 分～午後５時（共通）
問い合わせ先
さくらんぼ　　㊡日・月・祝日
　☎（２２）６６２２　※FAX兼用
りんごっこ　　㊡日・火・祝日
　☎（２２）２２５９　※ＦＡＸ兼用
うさぎっ子　　㊡日・水・祝日
　☎（３８）１６３８　ＦＡＸ（３８）３１１４

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

10月27日㈫
午前 １０ 時～

「お母さんの読み聞かせ」
お膝に抱っこしてネ！

11月６日㈮
午前 １０ 時～

「たかやしろ保育園へ行こう」
お友達と一緒に遊ぼうよ！

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

10月16日㈮
午前 １０ 時 ３０ 分～

「さくら保育園へ行こう」
要予約：先着親子 30 組

11 月４日㈬
午前 １０ 時 ３０ 分～

「平野児童センターへ行こう」
親子で楽しく遊びましょう

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

10月29日㈭
午前 １1 時～

「救急救命講座」
AED講習と誤飲について

11月９日㈪
午前 １０ 時 ３０ 分～

「永田保育園へ行こう」
お友達と一緒に遊ぼうよ！

食事はよくかんで食べましょう
　唾液の分泌を促すのに効果的なのが、よくか
んで食べること。かめばかむほど唾液の分泌は
促されるので、よくかんで食べる習慣をつけま
しょう。また、水分をまめに摂ることも効果的
です。

唾液腺マッサージで、唾液の分泌をアップ
　大きな唾液腺のある場所をマッサージすると、
唾液の分泌が促されます。

信州生活習慣病予防セミナー 2015
「信州生活習慣病予防セミナー 2015」が開催されます。
入場は無料ですが、事前に申し込みが必要です。
大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

問い合わせ・申し込み先　長野県 保健・疾病対策課　☎026（235）7150

▲原千晶さん

期日　10 月 18 日㈰
時間　午後１時 30 分～４時（開場：午後１時）
会場　北信総合病院 ３Ｆ さくらホール（新外来棟）

第１部　「がんと向き合う週間」講演会
テーマ　「大切にしたい自分の体～二度の子宮がんを経験して～」
講師　原

は ら

千
ち あ き

晶さん（女優・タレント・よつばの会代表）

第 2 部　高血圧予防研修会
テーマ　「今日から取り組むみんなの高血圧対策」
講師　渡

わ た な べ

辺德
のぼる

さん（北信総合病院　診療部長兼循環器内科部長） 当日は会場で
血圧測定もできます

親指を顎の骨の内側のやわら
かい部分に当て、耳の下から
顎の下まで５カ所ぐらいを順
番に押す（各５回ずつ）

人差し指から小指までの４本
の指を頬に当て、上の奥歯の
辺りを後ろから前へ向かって
回す（10 回）

参考資料：財団法人8020推進財団「はじめよう口腔ケア」
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◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-3111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎23-2255

保健だより

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、おたずね票、
　　　　バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 10月20日㈫ 27年６月生

７ か 月
児　健   診 10月21日㈬ 2７年２月生

１ 歳６か月
児　健  診 10月23日㈮ 26年３月生

２歳児健診 10月19日㈪ 25年９月生

３歳児健診 10月22日㈭ 24年９月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査

講座・相談
日　程

予防接種

電話健康相談所　 ☎2３ ‐ ０3００　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　 ☎23 ‐ 4810　　午前９時～午後５時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　 ☎2３ ‐ 3191　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯８０００　　午後７時～ １１ 時
長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　 ☎026-2１９-２４１３

健（検 ）診

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ 10月14日㈬
11月4日㈬

健康づくり課
母子保健係

日 本 脳 炎
１０月５日㈪
１０月２７日㈫
１１月６日㈮

四 種 混 合

10月9日㈮
11月9日㈪ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

水 痘 １０月２日㈮

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

育　児　教　室

※３日前までに予約が必要です。

会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳

期日・時間 内容

10 月 14 日㈬
午前９時 ３０ 分
～ １１ 時 ３０ 分

妊娠の経過と起こりや
すい異常、妊婦の健康・
栄養（試食あり）

11 月 13 日㈮
午後１時
～３時 ３０ 分

母と子の歯の健康、母
乳栄養と乳房管理
※歯ブラシをお持ちく

ださい

マタニティクラス

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年４月２日か
ら平成 19 年４月１日生まれの方は、
20 歳未満までの間、接種を受ける
ことができます。ご希望の方は、健
康づくり課へお問い合わせください。

日 本 脳 炎

歯周疾患検診

　20歳・30歳・40歳・50歳・60歳および
70歳の方を対象に実施しています。
　対象者には受診票をお送りしてあり
ますので、希望する市内歯科医院に予
約の上、お早めに受診してください。
期間／12月30日㈬まで
受診料／60歳までの方は500円、70歳
　　　　以上の方および生活保護受
　　　　給世帯の方（受付で証明書を
　　　　提示のこと）は、無料となります。

健診結果相談会

　保健師・管理栄養士による健診結
果相談会を実施します。結果に要指
導・要医療の項目があった方は、ぜひ
お越しください。日程・会場などの詳細
については、健診結果のお知らせ通知
に同封しましたチラシをご覧ください。
持ち物／健診結果通知書（同封され
　　　　ているもの一式）

期日／ 10 月 15 日㈭、１１ 月５日㈭
時間／午前 10 時～ 11 時 30 分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話、
　　　試食
※３日前までに予約が必要です。

心の健康相談
　イライラ・不眠・人に会いたがら
ない・やる気が出ないなど、心に関
するさまざまな相談に個別で応じま
す。相談は無料で、予約制です。
期日／10月８日㈭、１１月５日㈭
時間／午後２時～４時
相談担当者／こころの専門医
会場／中野保健センター
※春に全戸配布しました健康カレン

ダーでは10月１５日㈭とご案内し
てありますが、都合により１０月
８日㈭に変更します。

※希望者は相談日の２日前までに健
康づくり課へお申し込みください。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対象／第１期＝ 12 ～ 24 か月未満児
　　　第２期＝５歳以上７歳未満
　　　で、就学前の１年間（平成
　　　21 年４月２日～平成 ２2 年
　　　４月１日生まれ）
※対象者は無料で接種が受けられ

ますので、接種される前月に実
施医療機関へ予約してください。
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８
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
中
野
市
文
化

財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
同
月
20

日
開
催
の
中
野
市
定
例
教
育
委
員
会
で
議

決
さ
れ
た
た
め
、
同
月
24
日
に
小こ

ば

や

し

け

林
家

文も
ん
じ
ょ書

一い
っ
か
つ括

（
９
４
６
点
）
が
中
野
市
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
小
田
中
村
の
名
主 

小
林
家

　
小
林
家
は
、
江
戸
時
代
に
高
井
郡
小
田

中
村
下し

も
ぐ
み組

の
名な

ぬ

し主
を
務
め
て
い
た
家
で
、

年ね

ん

ぐ貢
関
係
を
は
じ
め
、
小
田
中
村
や
周
辺

の
村
々
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
江
戸
幕
府
の
直
轄
領 

小
田
中
村

　
小
田
中
村
は
、
中
野
扇
状
地
の
南
西
部

に
位
置
し
、
江
戸
幕
府
が
設
置
し
た
中
野

陣
屋
が
あ
る
中
野
村
に
隣
接
す
る
村
で

す
。
寛か

ん
え
い永
元
年
（
１
６
２
４
）
以
降
、
一

時
期
を
除
い
て
江
戸
幕
府
の
直
轄
領
（
幕

府
領
）
で
、
元げ

ん
ぶ
ん文

４
年
（
１
７
３
９
）

に
は
８９
戸
・
３
４
１
人
、
文ぶ

ん
せ
い政

12
年

（
１
８
２
９
）
に
は
１
２
０
戸
・
５
４
９

人
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に
は
、
明
治

の
大
合
併
に
よ
っ
て
下
高
井
郡
日
野
村
の

大
字
と
な
り
、
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）

に
は
日
野
村
か
ら
分
離
し
て
、
下
高
井
郡

中
野
町
の
大
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
江
戸
時
代
の
年
貢
納
入
の
様
子

や
村
の
変
遷
が
う
か
が
え
る

　
年
貢
関
係
で
は
、
年
貢
割わ

り
つ
け
じ
ょ
う

付
状
（
領
主

が
村
を
単
位
と
し
て
発
給
す
る
年
貢
徴
収

状
）・
年
貢
皆か

い
さ
い済
目も

く
ろ
く録
（
領
主
か
ら
村
に

発
給
す
る
年
貢
完
済
の
受
取
状
）
が
江
戸

時
代
初
期
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
北
信
地
域
の
幕
府
領
で
は
、
周
囲
を
山

に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
地
形
的
な
制
約

に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
、
年

貢
は
現
物
納
で
は
な
く
現
金
納
で
行
わ
れ

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
「
南
水
（
和
梨
）
と
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
セ
ッ
ト

５
㌔
」
…
２
人

問
題

　
中
野
市
音
楽
団
体
連
盟
に
加
盟
し

て
い
る
音
楽
団
体
は
い
く
つ
？

 

　
　
　
　
　
　
　「
●
●
団
体
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、

次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
10
月
30
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
中
野
市
の
ぶ
ど
う
の
収

穫
量
は
？

　
　
　
　
　

答
え
・
・
・「
５
２
０
０
㌧
」

中
野
市
合
併
10
周
年
記
念

て
い
ま
し
た
が
、
小
林
家
文
書
の
年
貢
割

付
状
・
年
貢
皆
済
目
録
か
ら
当
時
の
年
貢

納
入
の
具
体
的
な
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

　
小
田
中
村
で
は
、江
戸
時
代
中
期
以
降
、

名
主
の
選
任
や
用
水
問
題
な
ど
に
よ
っ

て
、
上
組
・
下
組
の
分
離
・
合
併
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
取
り
決

め
な
ど
か
ら
当
時
の
村
内
の
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
八
ケ
郷
用
水
の
下
流
に
位
置
す

る
小
田
中
村
・
更
科
村
が
、
上
流
の
中
野

村
枝
郷
栗
和
田
・
松
川
村
に
対
し
て
、
畑

を
田
に
転
換
す
る
と
水
量
が
不
足
す
る
と

し
て
、
中
野
代
官
所
に
訴
え
て
い
る
資
料

な
ど
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
中
野
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で

貴
重
な
文
書
群

　
小
林
家
文
書
は
、『
信
濃
史
料
』『
長
野

県
史
』『
中
野
市
誌
』『
小
田
中
区
史
』
な

ど
を
刊
行
す
る
際
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

早
く
か
ら
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
い
た

文も
ん
じ
ょ
ぐ
ん

書
群
で
す
。

　
中
野
市
域
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
資

料
は
あ
ま
り
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
小
林
家
文
書
に
は
江
戸
時
代
初
期
の

年
貢
関
係
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
小
田
中
村
や
周
辺
の
村
々
に

関
わ
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
中
野
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
貴

重
な
文
書
群
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２

小
林
家
文
書
一
括
が
市
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

▲市指定有形文化財に指定された文書の一部
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池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol．２6

　
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
、
情
報
共
有
の

大
切
さ
を
つ
く
づ
く
思
う
。
行
政
が
抱
え

る
問
題
や
課
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
し
て
い

る
も
の
が
多
い
。
一
つ
の
課
題
を
考
え
る

場
合
、
考
慮
す
べ
き
事
項
は
多
々
あ
り
、

限
ら
れ
た
資
源
、
財
源
の
中
で
、
未
来
志

向
の
時
間
軸
と
空
間
軸
で
事
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
政
策
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、

結
論
や
提
案
に
至
る
思
考
過
程
で
、
考
慮

し
た
様
々
な
事
象
と
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う

に
考
え
た
か
、
と
い
う
こ
と
の
情
報
共
有

が
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
地
域
の
公
共
交
通
を
と
っ
て
み

る
と
、
交
通
問
題
は
お
年
寄
り
の
生
活
の

足
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
手
段
と

し
て
な
ど
、
日
常
生
活
に
密
接
に
関
係
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
交
通
手
段
を
ど
の
よ

う
に
整
備
す
る
か
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い

て
は
、
ど
の
地
区
に
ど
れ
だ
け
の
、
ど
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
と
い
っ
た
具
体

的
な
デ
ー
タ
が
必
要
だ
。

　
翻
っ
て
、
一
つ
の
政
策
課
題
や
地
域
の

問
題
に
は
複
数
の
視
点
や
さ
ま
ざ
ま
な
他

の
課
題
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
常
で
あ

る
。
地
方
創
生
の
根
っ
こ
に
は
人
口
減
少

と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
は
一
つ
の
目
標
で
あ

り
、
人
口
減
少
下
で
私
た
ち
の
生
活
や
暮

ら
し
を
ど
の
よ
う
に
豊
か
に
す
る
か
と

い
っ
た
こ
と
が
本
質
的
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
最
近
手
に
し
た
書
物
に
よ
る
と
、
若
い

人
で
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
暮
ら
し
た
い

と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
と
の
調
査
報
告

が
あ
っ
た
。
某
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と

大
学
に
進
学
し
た
人
の
50
％
近
く
が
地
元

に
残
り
た
い
と
の
回
答
、
ま
た
、
資
料
は

古
い
が
２
０
０
７
年
の
内
閣
府
の
調
査
で

は
、
い
ま
住
む
地
域
に
永
住
し
た
い
と

す
る
若
い
人
が
43
％
で
、
約
１０
年
間
で

10
％
近
く
も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
し
た
若
い
世
代
の
思
い
に
応
え

る
た
め
に
は
、
郷
土
に
仕
事
が
あ
り
生
活

が
で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
若

い
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
維
持
さ
れ
る
。
文
化
活
動
も
盛
ん

で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
都
市

基
盤
整
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
経
済
産

業
活
性
化
政
策
な
ど
様
々
な
政
策
領
域
へ

の
取
組
が
要
請
さ
れ
る
。
若
い
人
た
ち
が

集
い
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
と
地
域

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
勤い

そ

し
む
た
め
に

も
、
オ
ー
プ
ン
な
情
報
の
共
有
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
も
っ
と
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

情
報
共
有
と

No.15

○
自
己
紹
介

　
高
校
時
代
に
行
っ
た
全
校
登
山
で
台
風

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
暴
風
雨
の
後
に

現
れ
た
台
風
一
過
の
見
事
な
景
色
に
感
動

し
、
そ
れ
以
来
山
登
り
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
若
い
頃
は
３
０
０
０
㍍
級
の
山

に
も
よ
く
登
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
ご
ろ

は
志
賀
高
原
や
高
社
山
、
箱
山
な
ど
妻
と

一
緒
に
近
場
の
里
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

県
の
「
自
然
保
護
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
し
て

も
活
動
し
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
山

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
、
山
で

の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
講
座
が
き
っ
か
け
で
、

絵
手
紙
を
楽
し
ん
で
描
い
て
い
ま
す
。
日

常
生
活
の
中
で
触
れ
た
印
象
に
残
っ
た
言

葉
を
書
き
留
め
て
お
き
、
絵
に
添
え
、
見

て
く
れ
た
人
が
ほ
っ
と
し
て
癒
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
が
作
れ
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら

何
気
な
い
一
言
を
見
つ

け
る
「
宝
探
し
」
や
、

仲
間
と
作
品
の
感
想
や

解
説
を
語
り
合
う
の
が

楽
し
い
ひ
と
と
き
で

す
。
い
ず
れ
も
平
和
で

あ
っ
て
こ
そ
の
思
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

○
元
気
の
秘
訣

　
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
誰
か
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
と
、
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
す
。
山
で
出
会
っ
た
人
や
一
緒
に
登
っ

て
く
れ
た
人
に
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

て
も
ら
え
た
り
、
絵
手
紙
を
見
て
く
れ
た

人
に
共
感
し
て
も
ら
い
、
つ
な
が
り
が
持

て
た
こ
と
が
実
感
で
き
た
り
す
る
と
、
と

て
も
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

　○
お
ら
ほ
の
自
慢

　
研
究
熱
心
な
農
家
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
な
ど
旬
の

お
い
し
い
果
物
が
地
元
で
味
わ
え
る
こ
と

は
大
変
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
金
井
の
秋
祭
り
で
は
、
高
さ
１０

㍍
近
く
に
な
る
門
灯
籠
を
組
み
立
て
た

り
、
ほ
か
の
地
域
へ
出
た
人
も
集
ま
っ
て

く
る
な
ど
、
年
に
一
度
の
盛
大
な
お
祭
り

は
村
の
誇
り
で
す
。

市
民
リ
レ
ー
元
気
の
輪

▲絵手紙作品展での勝野さん

勝
か つ の

野 芳
よ し ひ さ

久 （金井） さん

健
康
長
寿
の
ま
ち 

中
野
市

柳や
な
ぎ
さ
わ沢

富と

み

よ代
さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介

オ
ー
プ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

広報なかの ２０１５．１０
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（１）年次休暇取得状況
平均取得日数 8.5日

年次休暇の平均取得日数は、
平成26年１月１日から12月31
日までの、１人当たりのもの
です。

注）

（２）育児休業の取得状況（平成26年度）

注）年度中に新たに取得した職員数です。

取得者数 取得期間
男 女 ３カ月以下 ３カ月超え６カ月以下 ６カ月超え１年以下 １年超え３年以下
人
０

人
11

人
１

人
０

人
２

人
８

注１）分限処分…職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、公務能率の維持を目的とします。
注２）懲戒処分…職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務における規律と秩序を維持することを目的
　　　とします。
注３）訓告など…処分ではないが、自己の行為に対しての責任を自覚させ、将来を戒めて職務遂行に対する姿勢の改善、意識向上
　　　　　　　　などを目的とします。

４　職員の分限と懲戒処分などの状況
分限処分者数および懲戒処分者などの数（平成2６年度）

分限処分者 懲戒処分者 訓告など免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計
人

０
人

２
人

０
人

０
人

２
人

０
人

０
人

１
人

１
人

２
人

６

５　職員の服務の状況
職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全
力で職務を遂行しなければいけません。職務の遂行に当
たって職員が順守すべき事項は次のとおりです。
①職務命令等に従う義務②信用失墜行為の禁止③守秘義務
④職務専念義務⑤政治的行為の制限⑥争議行為等の禁止⑦
営利企業等の従事制限

（１）公務災害などの概要
公務上、通勤途上の災害により、負傷などまたは死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。
（２）福利厚生制度　
職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づき、中野市職員互助会を設置し、各種事業を実施しています。
この互助会は、職員からの会費と市の補助金などで運営されています。また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づ
き、職員と市において分担・拠出する財源により運営されている社会保険制度です。

７　職員の福祉と利益の保護の状況

（１）研修開催状況（平成26年度） 平成27年度研修計画

（２）勤務成績の評定の状況
勤務評定による人事および昇給・手当へ反映
させるための人事評価については、現在試行
期間中であり、処遇への反映は、本格実施後、
段階的に行う予定です。

独自研修 その他研修
16件 852人 52件 １17人

６　職員の研修と勤務成績の評定の状況

注）受講者は延べ人数です。

区分 内容

独自研修

新規採用職員研修会、中堅職員通信研修、人事評価制度研修、人権
教育研修、中堅職員体験研修、部課長研修、情報発信研修、接遇能
力向上研修、経営感覚醸成研修、女性職員活動推進研修、早稲田大
学マニフェスト研究所マネジメント部会、職員自主研修など

市以外が主
催する研修

新規採用職員研修、中堅行政職員研修、電子自治体推進研修、税務
職員初任者研修、財務会計事務研修、法制執務研修、係長研修、公
営企業経営戦略等研修、人事・給与管理事務研修、一般行政職員研
修、住民税事務研修、部課長研修、税務管理・徴収事務研修、カウ
ンセリング・マインド研修、折衝力・交渉力研修など

（１）定員管理の取り組み
　地方分権の推進、厳しい財政状況、行政課題の多
様化などに対応し、スリムで効率的な行政運営に努
めるために、行政改革を進めるなかで、職員数につ
いても、適正配置や職員の資質向上を図ることによ
り、抑制に努めてきました。

８　その他市長が必要と認める事項

年度別職員数の推移（各年４月１日現在）

年度 ２2 23 24 25 26 27 計

職員数 （人） 44０ 4３３ 43２ 4２９ 430 428 －

増減員数（人） △６ △７ △１ △３ １ △２ △18

注）職員数は、総務省定員管理調査の報告数値です。

（イ）　報酬および賃金について（平成27年度）
①嘱託職員報酬月額

（３）嘱託・臨時職員の状況
（ア）　職員数（平成27年４月１日現在）

区分 職員数 保育所関係 小・中学校関係 その他
嘱託職員 216人 100人 ５人 111人
臨時職員 279人 71人 86人 122人

②臨時職員賃金（１時間当たり）
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関
し、公平委員会に対して、市の当局により適切な措
置がとられるべきことを要求することができます。

（平成２6年度要求件数　０件）

（ア）勤務条件に関する措置の要求の状況

（２）北信広域連合公平委員会からの報告事項

　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分に関
して、公平委員会に不服申し立てをすることができ
ます。　　　　　　（平成２6年度申立件数　１件）

（イ）不利益処分に関する不服申し立ての状況

・統括的な事務および管理を行う事務局の長および施設の長　186,100円
・教諭、学芸員、介護支援専門員　　　　　　　　　　　　　174,200円
・指導員、児童厚生員、母子相談員　　　　　　　　　　　　157,700円
・栄養士、歯科衛生士　　　　　　　　　　　　　　　　　　142,100円
・保育士                  　142,100円～157,700円
・運転業務、調理技師、施設などの維持・管理業務、一般　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　137,600円・139,900円
・保健師、精神保健福祉士などの専門職種 　 別途、市長が認める額

※報酬月額のほかに６月および12月に1.0月分以内の割増報酬を支給し
ています。

・一般事務、学校事務、図書事務、施設などの維持・管理業務　　７5２円
・調理技師、指導員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　765円
・保育士、児童厚生員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　777円
・延長担当保育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　941円～970円
　※通勤手当       ２㎞以上５㎞未満…１日150円／５㎞以上…１日200円
　※年末一時金…12月に1.0月分以内の年末一時金を支給しています。



25 広報なかの ２０１５．１０

中野市の人事行政の運営等の状況を公表します

（４）職務上の地位別職員数の状況（平成27年４月１日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

合計
一 般
行 政 職

標準的な
職務内容

主事
技師

主事補
技師補

主事
技師

係長
副主幹
主査

主任主事
主任技師

課長補佐
主幹

課　長
室　長
次　長
副参事

部長
参事

参事幹

職員数（人） 24 25 141 ２9 23 18 10 270
構成比（％） 8.9 9.3 52.2 10.7 8.5 6.7 3.７ 100

１　職員の任免と職員数に関する状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　　門 職員数（人） 対前年
増減数平成26年度 平成27年度

一 般 行 政

議 会 5 5 0
総 務 83 83 0
税 務 24 23 △１
民 生 133 134 １
衛 生 30 31 １
労 働 3 3 0
農林水産 24 2４ ０
商 工 ９ 10 １
土 木 31 30 △１
小 計 3４2 343 １

特 別 行 政 教 育 ４4 43 △１
小 計 ４4 43 △１

公 営 企 業 等
水 道 10 10 0
下 水 道 11 11 ０
そ の 他 23 21 △２
小 計 44 42 △２

合 　 　 計 430 428 △２

（２）採用職員と退職職員

採用者数 退職者数
15人 17人

注）採用者数は、平成２7年４月１日の採用者数であり、退職
　　者数は平成26年４月１日から平成２7年３月31日の退職者
　　数です。（一部事務組合などへの派遣職員を含む）

注）職員数は一般職に属する職員の人数で、地方公務員の身分
を持つ休職者などを含みます。（一部事務組合などへの派遣
職員および臨時などの非常勤職員を除く）

▼

増減理由
増員理由は、業務量増によるものであり、減員理由は、事務事
業の減および職員配置の見直しなどによるものです。

（２）職員の平均給料月額と平均年
齢の状況（平成 27 年４月１日現在）

職種 平均給料月額 平均年齢
一 般
行 政 職

円
320,400

歳
42.7

注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬
　　を含みます。

（３）職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成27年４月１日現在）

職種 採用 初任給 経験年数
10～15年未満

経験年数
15～20年未満

経験年数
20～25年未満

経験年数
25～30年未満

経験年数
30～35年未満

経験年数
３５年以上

一 般
行 政 職 大学卒

円
174,200

円
294,100

円
3１8,300

円
346,100

円
382,000

円
4０0,900

円
426,200

高校卒 142,100 243,600 285,900 326,700 3４5,300 382,500 403,600

２　職員の給与の状況
（１）人件費と職員給与費の状況
①人件費の状況（平成26年度普通会計決算） ②職員給与費の状況（平成27年度普通会計予算）
住民基本台
帳人口
（年度末）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人
45,958

千円
19,507,199

千円
3,094,686

％
15.9

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ／Ａ） 共済費給料 職員手当 うち期末・勤勉手当 計Ｂ

人
387

千円
1,397,457

千円
693,508

千円
517,518

千円
2,090,965

千円
5,403

千円
455,819

注１）職員手当には、退職手当を含みません。
注２）給与費は、当初予算に計上された額です。
注３）職員数は、平成 27 年４月１日現在の人数です。

（５）職員手当の状況（平成27年４月１日現在）
期末・勤勉手当
６月期

（特定幹部職員）
12月期

（特定幹部職員）
合　計

（特定幹部職員）

期末
1.225月分

（1.025月分）
1.375月分

（1.175月分）
2.600月分

（2.200月分）

勤勉
0.675月分

（0.875月分）
0.875月分

（1.075月分）
1.550月分

（1.950月分）

退 職 手 当
勤続 2 0 年
勤続 2 5 年
勤続 3 5 年
最 高 限 度
その他特例

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59月分

勧奨定年
25.55625月分
34.5825月分
49.59月分
49.59月分

※このほか、特殊勤務手当、扶養手当、
住居手当、通勤手当、管理職手当、
日宿直手当、寒冷地手当、時間外勤
務手当などがあります。

（６）特別職の報酬などの状況（平成27年４月１日現在）
区 分 給料月額（円） 区 分 報酬月額（円） 期末手当支給割合
市 長 804,800 議 長 376,500 　６月期　1.475月

　　12月期　1.625月（計3.10月分）副 市 長 656,200 副 議 長 318,700
教 育 長 588,400 議 員 296,300

３　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
職員の勤務時間は1日７時間45分、週38時間45分であり、原則、始業時間が午前８時30分、終業時間が午後５時15分です。また、
休暇などの種類には、年次休暇、療養休暇、特別休暇（公民権の行使、職員の結婚、職員の出産、忌引など）、介護休暇、組合
休暇、育児休業があります。なお、年次休暇の取得状況、育児休業の取得状況は、24㌻冒頭⑴、⑵のとおりです。

退職時特別昇給なし



街の話題やイベントを紹介します

北信総合病院の外来診療棟が完成
　北信総合病院の新外来棟が完成し、9月７日、正面玄関前で関係者によるテープカットが行われました。
　新しい外来棟は、鉄骨造３階建てで、診療科 ２６ 科を１・２階に集約し、３階には 400 人収容の大講堂「さ
くらホール」を備えています。また、市立図書館から寄贈した絵本などが並ぶ２階の図書コーナー「ひだ
まり」は、診察や見舞いに訪れた人などが自由に利用することができます。北信総合病院では来年９月に
救急診療棟がオープン予定であり、地域の基幹病院として医療環境の整備が着々と進められています。
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　９月３日・４日の2日間、南宮中学校２年生が、
自分に合った職業を見つける参考のために職場体
験学習を行いました。
　ひまわり保育園では、生徒5人が園児たちと一
緒に外で遊んだり、おやつを食べたりして触れ合
いを楽しんでいました。園児たちは、「中学生の
先生が来てくれて嬉しい」「かるたで遊んで楽し
かった」などと話していました。
（この記事は、南宮中学校の生徒が作成したものです）

南宮中学校職場体験学習
　９月 12 日、中山晋平記念館において、中野市
合併 10 周年記念「オータムコンサート」を開催
しました。
　当日は、長野市出身のトランペット奏者・小

こ ば や し

林
史
ふ み な お

尚さんと、ピアノ奏者・神
かんばやし

林杏
き ょ う こ

子さんによるク
ラシックや晋平メロディなどの演奏が行われまし
た。さまざまな種類のトランペットとピアノの美
しいハーモニーが響き渡り、会場は心地よい雰囲
気に包まれていました。

オータムコンサート

広報なかの２０１５．１０



　岳南広域消防本部では、応急手当普及啓発を目
的として、9月9日の「救急の日」に合わせ、６
台の救急車のリアガラスに標語の表示を実施しま
した。応急手当の有効手段として心肺停止状態の
方に電気ショックを与えるＡＥＤがあり、市内に
は多くの施設に設置されています。ＡＥＤはいち
早く使用することが重要です。電源を入れると音
声で指示が流れますので、意識がなく呼吸をして
いない方がいたら、ためらわず使用してください。

救急車に応急手当普及啓発標語を表示

まちかどトピックス

　９月１日、科野小学校グラウンドを主会場に中野市総合防災訓練を実施しました。
　当日は、午前７時 30 分に震度６強の大規模直下型地震が発生し、科野地区の家屋の倒壊や火災などの
被害が発生したことを想定し訓練を行いました。会場では、消防団員や消防隊員が車や建物からの救助作
業を行ったほか、参加した皆さんが真剣な表情でバケツリレーや消火器による初期消火訓練を行っていま
した。また、今回は初めて、「緊急速報メール」による避難勧告の訓練配信を行いました。

総合防災訓練

27

　9月２日、中野地域職業訓練センターにおいて、
女性のための就職支援講座が開講しました。
　これは、子育てなどにより離職し、再就職を希
望する方や、パソコンの資格取得により就職を希
望する女性を対象にしたもので、11 月下旬まで
行われます。開講初日には、再就職体験者からの
アドバイス講座が行われ、資格取得が就職に向け
ての自信になったという話に受講者の皆さんは熱
心に耳を傾けていました。

女性のための就職支援講座

広報なかの ２０１５．１０



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

▼
お
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ら
せ
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●
害
鳥
駆
除
（
カ
ラ
ス
、
ム
ク
ド
リ
ほ
か
）

実
施
日　
４
日
㈰
、
１１
日
㈰
、
２５
日
㈰

対
象
区
域　
市
内
農
地
周
辺

時
間　
日
の
出
か
ら
約
２
時
間

※
駆
除
時
間
中
は
銃
器
を
使
用
す
る
た
め

大
変
危
険
で
す
。
対
象
区
域
に
近
づ

か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

害
鳥
駆
除　
１０
月
実
施
日
程

農
政
課
耕
地
林
務
係
（
内
線
251
）

問

間
山
温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

☎
�
２
６
８
６

ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
を

臨
時
休
業
し
ま
す

問

　
施
設
点
検
お
よ
び
改
修
工
事
の
た
め
、

ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
お
よ
び
ロ
グ
コ
テ
ー
ジ
を

臨
時
休
業
し
ま
す
。
な
お
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
は
通
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。

休
業
期
間　
１０
月
１３
日
㈫
～
２３
日
㈮

●
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

販
売
日
　
１０
月
７
日
㈬
、
1４
日
㈬
、

１８
日
㈰
、
２８
日
㈬
、
１１
月
４
日
㈬
、

1１
日
㈬
、
１５
日
㈰
、
２５
日
㈬

販
売
時
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

販
売
場
所　
中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

価
格
　
１
袋
（
１５
㎏
）
２
０
０
円

バ
ラ
（
３
０
０
㎏
）
１
５
０
０
円

バ
ラ
（
５
０
０
㎏
）
２
５
０
０
円

※
バ
ラ
売
り
…
要
予
約
（
10
日
前
）
、

　
袋
は
後
日
お
返
し
く
だ
さ
い
。

汚
泥
発
酵
肥
料　

な
か
の

「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」・「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
監
理
係
（
内
線
28０
）

問

　
農
業
機
械
を
頻
繁
に
使
用
す
る
こ
の
時

期
、
事
故
の
発
生
も
多
く
な
り
ま
す
。
県

内
で
は
平
成
２６
年
度
に
、農
作
業
中
の
事

故
で
１１
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
作
業
を
す
る
際
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ

て
安
全
な
作
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

農
作
業
を
す
る
際
の
注
意
点

①
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
安
全
キ
ャ
ブ
や

安
全
フ
レ
ー
ム
な
ど
を
装
着
す
る

②
扱
い
慣
れ
た
農
業
機
械
で
も
、
操
作
に

は
細
心
の
注
意
を
払
う

③
高
所
作
業
中
の
転
落
事
故
に
注
意
す
る

④
疲
れ
が
出
た
ら
早
め
に
休
憩
を
取
り
、

無
理
な
農
作
業
は
し
な
い

⑤
万
一
の
事
故
に
備
え
、
労
災
保
険
な
ど

に
加
入
す
る

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

農
政
課
振
興
係
（
内
線
253
）

問

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う　

浄
化
槽

は
、
日
頃
の
保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
の
ほ

か
、
年
１
回
の
法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
検
査
日
程
な
ど
は
、
（
公

社
）
長
野
県
浄
化
槽
協
会
か
ら
の
通
知
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
適
切
に

環
境
課
衛
生
係
（
内
線
245
）

問

　
10
月
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信

障
害
の
防
止
対
策
を
推
進
す
る
「
受
信
環

境
ク
リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ

オ
に
雑
音
が
入
る
な
ど
電
波
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
信
越
総
合
通
信
局
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間

信
越
総
合
通
信
局
受
信
障
害
対
策
官

☎
０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
９
１

問
　
広
報
な
か
の
８
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
「
長
野
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
」
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

店
舗　
㈲
信
濃
ハ
ム

（
誤
）
４
４
０
円
（
税
込
）

（
正
）
４
４
０
円
（
税
抜
）

「
な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待

パ
ス
ポ
ー
ト
」
内
容
訂
正

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係（
内
線
356
）

問

申
補
装
具
の
巡
回
修
理

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
内
線
294
）

問

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
使

用
し
て
い
る
補
装
具(

義
肢
・
装
具)

の

巡
回
修
理
を
行
い
ま
す
。

期
日　
11
月
１９
日
㈭
（
要
予
約
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
市
民
会
館
4５
・
4６
号
会
議
室

持
ち
物　
補
装
具
、
印
鑑
、
障
害
者
手
帳

申
込
期
限　
1０
月
３０
日
㈮

浄
化
槽
の
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う　
汚
泥

除
去
や
機
械
洗
浄
な
ど
、
許
可
業
者
に
よ

る
清
掃
が
、
年
１
回
以
上
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

〈
許
可
業
者
〉

㈲
中
野
環
境
サ
ー
ビ
ス
☎
�
３
０
７
２

㈲
徳
竹
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
�
４
４
６
５

小
嶋
工
業
☎
０
２
６(

２
５
７)

２
１
９
６

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す　
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
、
一
定
の
要
件
に
よ
り
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
補
助
金
額
〉

５
人
槽　
３５
万
２
千
円

６
～
７
人
槽　
４４
万
１
千
円

８
人
槽
以
上　
５８
万
８
千
円

●
未み

ど

り

土
利

販
売
日　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）

販
売
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

平
岡
処
理
場(

ナ
ピ
ア

平
岡　
笠
原
５
８
０
番
地)

価
格
　
１
袋(

１５
㎏)

２
５
０
円

※
売
り
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

２９ ２０１５．１０広報なかの 中野市は合併１０周年を迎えました。

年金
　保険料の免除(全額・一部・法定免除)、
若年者納付猶予、学生納付特例の承認を
受けた期間がある場合、保険料を全額納め
た方と比べ、老齢基礎年金(65歳から受け
られる年金)の受け取り額が少なくなります。
保険料の追納ができます　
　免除などの承認を受けた期間の保険料は、
10年以内であれば、さかのぼって古い期間か
ら納めることができます。これにより、将来受け
取る老齢基礎年金を増額することができます。
加算額が上乗せになります
　ただし、免除などの承認を受けた期間の
翌年度から起算して３年度目以降の場合、
当時の保険料額に、経過期間に応じた加算
額が上乗せになりますので、ご注意ください。
　長野北年金事務所　☎026(244)4100
　市民課国民年金係（内線２３７）

免除期間・納付猶予
期間がある方へ

　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」 　☎0570（05）1165
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平日午前8時30分～午後5時15分

問

▼
催
し
・
イ
ベン
ト

　
信
州
な
か
の
一
本
木
公
園
の
秋
の
魅
力

を
お
届
け
し
ま
す
。
秋
バ
ラ
と
ダ
リ
ア
ほ

か
、
秋
の
花
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　
10
月
10
日
㈯
～
18
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
一
本
木
公
園

催
し
物　
バ
ラ
講
習
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
展
示
館
企
画
展
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
＆
軽
ト
ラ
市
、
物
品
販
売

開
催
協
力
金
（
駐
車
料
の
み
）

普
通
車　
５
０
０
円
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス　

千
円
、
大
型
バ
ス　
２
千
円

２
０
１
５
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

〈
バ
ラ
と
秋
の
花
々
＆
ダ
リ
ア
〉

一
般
社
団
法
人
一
本
木
公
園
バ
ラ

の
会　

☎
�
４
７
８
０

問

　
毎
日
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ

る
詐
欺
や
悪
徳
商
法
は
、
私
た
ち
の
身
近

に
あ
る
問
題
で
す
。
詐
欺
や
悪
徳
商
法
な

ど
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
消
費
生

活
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
１１
月
７
日
㈯

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会
場　
間
山
温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

講
師　
詐
欺
・
悪
質
商
法
評
論
家　
潜
入

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー　
多た

だ田
文ふ

み
あ
き明

さ
ん

演
題　
悪
徳
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

入
場
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
１０
月
中
旬
に
全
戸
配
布
さ
れ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
講
演
会

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
2３８
）

問
期
日　
１０
月
２４
日
㈯

時
間　
午
前
1０
時
～
午
後
３
時

会
場
　
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー（
長
野
市
下
駒
沢
６
１
８
‐
１
）

テ
ー
マ　
来
て　
み
て　
体
感
！　
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー

内
容　

体
感
コ
ー
ナ
ー
、
演
奏
会
、
出

店
、
献
血
、
骨
密
度
測
定
な
ど

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
祭

県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
祭
実
行
委
員
会

☎
０
２
６（
２
９
６
）３
９
５
３

問

期
日　
10
月
２９
日
㈭

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

会
場　
中
央
公
民
館　
３
階
講
堂

演
題　
認
知
症
を
知
る
・
脳
を
鍛
え
る

～
今
か
ら
は
じ
め
る
認
知
症
予
防
～

講
師　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
代
表　
三み

う

ら浦
弘ひ

ろ
し

さ
ん

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
、
水
分
補

給
の
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
な
か
の
今
月
号
に
挟

み
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
知
症
を
考
え
る
会

高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
包
括
支

援
係
（
内
線
３６６
）

問
期
日
　
10
月
３１
日
㈯
～
1１
月
１
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

内
容　

古
本
市
、
閉
架
書
庫
の
一
般
開

放
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
体
験
、
点
字
体
験
、

人
形
劇
、
紙
芝
居
、
朗
読
、
読
み
聞
か
せ

な
ど

●
文
化
講
演
会

　
期
日　
10
月
３１
日
㈯

　
時
間　
午
後
１
時
３０
分

　
講
師　
堀ほ

り
う
ち内
泰や

す
し

さ
ん

　
演
題　
真
田
昌
幸
父
子
と
二
度
の
上
田

　
　
　
　
合
戦

図
書
館
ま
つ
り

市
立
図
書
館　

☎
�
５
８
４
１

問

　

１０
月
か
ら
、
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「
ラ
イ
ト
・
ビ
フ
ォ
ア
・
ク
リ
ス
マ
ス
」

を
上
映
し
て
い
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
め
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
影
日
　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

投
影
開
始
時
間
　
午
後
１
時
１０
分

場
所
　
市
立
博
物
館　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
高
校
生

２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
・
市
内
在
住
の

７０
歳
以
上
の
方
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
助
者
は
無
料

※
投
影
開
始
時
間
に
よ
っ
て
、
上
映
番
組

が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組

市
立
博
物
館　

☎
�
２
０
０
５

問



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

２０１５．１０ 広報なかの ３０

資源物の日曜回収

問環境課衛生係（内線245）

１０月２５日㈰　午前１０時～午後１時
場所　マツヤ中野店
回収品目　段ボール、新聞紙、雑誌、びん、
ペットボトル、食用油、古着

食用油…家庭で使用した天ぷら油、植物性で液体状の油に限る。
古着…洗濯済みの衣類、靴、ネクタイ、ベルト、バックなど
※汚れや臭いのあるもの、靴下、カーテンなどは回収できません。
びん・ペットボトルなど…月１回の資源物収集の分別方法と同様です。

資源物の特別回収・日曜回収

ごみの減量とリサイクルで美しいふるさとを次世代へ

庭木の剪定枝…直径15cm以下のもの。剪定枝のチップは会場に
積み置きます。無料で配布していますので、ご自由にお持ちください。
※草・根・廃材・果樹剪定枝は回収できません。
陶磁器…食器類に限ります。
※汚れたもの、陶器・磁器以外のものは回収できません。

１１月８日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場（市民センター北側）
回収品目 庭木の剪定枝、陶磁器

資源物の特別回収

★指定時間以外の持ち込みは禁止です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。

市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　キャスター付き収納ケース／女子学生服
(※要相談)／自転車タイヤ（２７インチ）／陳列棚
譲ります

譲ってください　　　　　　　  　きね２本／うす／流し台／着物帯
（男性用）／浴衣（男の子用）／２段ベッド／家庭用
耕うん機

リサイクルかわらばん ９月２５日現在

▼
募
集

市
営
住
宅
・
若
者
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内
線
273
）

問
申

　
現
在
の
空
き
住
宅
と
、
１1
月
か
ら
来
年

１
月
ま
で
に
明
け
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
に

備
え
、補
充
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅
　
東
山
団
地
・
泉
団
地
・

長
元
坊
団
地
・
小
田
中
団
地
・
城
下
団
地

の
各
市
営
住
宅
、
若
者
住
宅

空
き
の
あ
る
住
宅
　
長
元
坊
団
地

募
集
期
限
　
10
月
15
日
㈭

選
考
方
法
　
公
開
抽
選
に
よ
り
順
位
を
決
定

抽
選
日
時
　
10
月
2９
日
㈭
　
午
後
２
時

抽
選
会
場
　
市
民
会
館
４４
号
会
議
室

※
入
居
者
の
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
職
業
訓
練
受
講
者
募
集

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

☎
０
２
６
９
�
８
６
０
９

問
申

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
と
離
職
者
を
対

象
と
し
た
職
業
訓
練
で
す
。

募
集
科
目
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科

訓
練
期
間
　
１２
月
１
日
㈫
～
平
成
２８
年
５

月
３０
日
㈪
（
６
カ
月
間
）

会
場
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

募
集
定
員
　
１５
人

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

訓
練
内
容
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
な
ど
の
技

術
習
得

募
集
期
限
　
１０
月
２９
日
㈭

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
内
線
255
）

Q
im
am
a

～
気
ま
ま
～

「
こ
こ
ろ
のc

ケ

ア

are

講
座
」

問
　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
。
配
偶
者
な
ど
に
よ
る
暴
力
や
嫌
が
ら

せ
）
、
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
精
神
的

な
嫌
が
ら
せ
）
、
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外

傷
）
な
ど
、
「
こ
こ
ろ
の
傷
付
き
」
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
方
や
ご
家
族

の
方
、
ま
た
、
関
心
が
あ
る
方
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

講
座
テ
ー
マ

①
10
月
２１
日
㈬
境
界
線

②
11
月
１８
日
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

③
1２
月
１６
日
㈬
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

④
１
月
１３
日
㈬
Ｂ
さ
ん（
加
害
者)

と
は

⑤
２
月
１7
月
㈬
育
っ
た
環
境
・
子
ど
も

へ
の
暴
力
の
影
響

⑥
３
月
９
月
㈬
自
尊
心

時
間
　
午
前
10
時
～
正
午

会
場
　
市
民
会
館
4４
号
会
議
室

参
加
料
　
無
料

※
参
加
対
象
は
女
性
限
定
で
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
、
興
味
あ
る
講
座

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
講
座

　
保
育
士
と
し
て
の
再
就
職
を
お
考
え
の

方
を
対
象
に
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
１０
月
１５
日
㈭

時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ

会
場
　
飯
山
市
い
ず
み
だ
い
保
育
園

参
加
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

潜
在
保
育
士
就
職
支
援

講
習
会　
受
講
者
募
集

長
野
県
県
民
文
化
部
こ
ど
も・家
庭
課

☎
０
２
６（
２
３
５
）７
０
９
８

問



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

３１ 中野市は合併１０周年を迎えました。

問市立図書館　☎（26）5841

ちびまるこちゃんと学ぶ大切な３つのお話
　上映日時　１０月１８日㈰　午後２時～

おくりびと
　上映日時　１１月４日㈬　午前１０時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

流（東山彰良）／若冲（澤田瞳子）／黒い瞳のブロ
ンド（ベンジャミン・ブラック）／ほんとうに７０代は面
白い（桐島洋子）／ふるさとをつくる（小島多恵子）
／売場表現、販促で勝負する！地域密着繁盛店の
つくり方（阿部貴行）／鉢植えでも楽しめる物語と伝
説の植物（榛原昭矢）／はじめてでもかんたん本格
つるし飾り（稲取もも屋）／脳と体の疲れをとる仮眠
術（西多昌規）／ときめき昆虫学（メレ山メレ子）／
雑草が面白い（盛口満）／真田氏三代（笹本正治）

著／奥田政行、三好かやの
柴田書店
　海も田んぼも畑も、どん
どんよみがえっています。
東北から日本を元気に！
　名取のセリ、郡山の野菜、

南三陸の牡
か き

蠣、福島の桃、洋野町のワカメとアワ
ビ、仙台の白菜、長面浦の焼きハゼ、大玉村の米、
石巻の米、東和の有機野菜、南相馬のなたね油。

東北のすごい生産者に
会いに行く

古事記ゆる神様１００図鑑
著／松尾たいこ
講談社
　伊勢や出雲など神社参
拝の前に必読！有名神社
から近所の神社まで、祀

ま つ

ら
れているのはどんな神様？
　古事記の名場面を漫画
で解説。ご利益いっぱい
のオススメ神社も紹介。神社めぐりがもっと楽しく
なる、そして幸せも舞い込んでくる！！

２０１５．１０広報なかの

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ク
リ
ス
マ
ス
体
験
、

英
語
研
修
、文
化
交
流
、地
域
見
学
な
ど

研
修
国
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
サ
イ
パ

ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

日
程
　
１２
月
２３
日
㈬
～
３１
日
㈭

対
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

応
募
締
切
　
１１
月
２
日
㈪

※
期
間
、
金
額
な
ど
は
コ
ー
ス
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

冬
休
み
海
外
研
修
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム　
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

問
申

　
県
で
は
、
公
共
的
活
動
応
援
サ
イ
ト

「
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
」
へ
の
寄
付
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
内
で
紹
介
し

て
い
る
事
業
（
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
中

か
ら
共
感
で
き
る
活
動
を
見
つ
け
、
寄
付

を
通
じ
て
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
用
法
人
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
県
み
ら
い
基
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w.m

irai-
kikin.or.jp

※
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
を
通
じ
て
寄
付

を
い
た
だ
い
た
場
合
、
寄
付
金
控
除

な
ど
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
へ
の

寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

長
野
県
県
民
文
化
部
県
民
協
働
課

☎
０
２
６（
２
３
５
）７
１
８
９

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
県
み
ら
い
基
金

☎
０
２
６（
２
１
７
）２
２
２
０

問

　
県
で
は
、
平
成
２８
年
６
月
５
日
㈰
に
開

催
す
る
「
第
６７
回
全
国
植
樹
祭
」
の
一
般

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
で
の
開
催
は
昭
和
３９
年
以
来
５２

年
ぶ
り
、
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
限
　
1１
月
３０
日
㈪
ま
で

応
募
資
格
　
県
内
居
住
の
満
６
歳
以
上
の

方
（
平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数
　
約
１
０
０
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
長
野
県
全

国
植
樹
祭
推
進
室
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
６７
回
全
国
植
樹
祭
な
が
の

２
０
１
６　
参
加
者
募
集

長
野
県
全
国
植
樹
祭
推
進
室

☎
０
２
６（
２
３
５
）７
３
７
７

問
申

●
新
入
会
員
募
集
・
入
会
説
明
会

　
入
会
希
望
の
方
を
対
象
に
、
毎
月

入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
1０
月
1３
日
㈫

時
間
　
午
後
１
時
２0
分

会
場
　
中
野
広
域
シ
ルバ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
調
理
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
受
講
生
募
集

　
調
理
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
の
基

礎
的
な
知
識
と
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

期
間
　
1１
月
４
日
㈬
～
1９
日
㈭
の
う

ち
９
日
間

中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
・
講
座
受
講
生
募
集

　
公
益
社
団
法
人
中
野
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
４
６
８

問
申

会
場
　
中
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象
　
県
内
在
住
の
５５
歳
以
上
で
就

業
を
希
望
し
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人

登
録
を
し
て
全
日
程
受
講
で
き
る
方



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

２０１５．１０ 広報なかの ３２

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

常設展示室「中野市の自然と歴史・
文化・重要文化財柳沢遺跡展示室」
西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

・中野水彩クラブ「絵画展」
・世界の馬っこ展より「モンゴル展」
　１０月1２日㈪・㈷まで
・信州中野景観展「芭蕉の句碑と風情
　の眺め」　１０月1４日㈬～２６日㈪
・中野陣屋酒蔵祭　１０月31日㈯～
　１１月４日㈬　※期間中無休

ご寄付ありがとうございました
ライオンズクラブ国際協会334-Ｅ地区２リジョン２ゾーン
須坂ライオンズクラブ　中野ライオンズクラブ
飯山ライオンズクラブ　長野山ノ内ゆけむりライオンズクラブ
小布施ライオンズクラブ　様
現金 １00,000円　学校図書充実のため

えびす会　代表　小林宣雄　様
現金 150,000円　社会福祉基金への寄贈

問　庶務課秘書広報係（内線400）申

物干しざお移動販売でのトラブルに注意！
事例　物干しざおの移動販売が来たので、３本注文し
た。その後、自宅用の長さに切った物干しざおが届き、
13万円請求された。驚いて抗議したが、「切ってしまっ
たので、返品できない。」と言われ、仕方なく支払った。
アドバイス　物干しざおの移動販売では、市価の数
倍もの金額を請求し、威圧的な態度で支払いを強要
するケースなどが見られます。
　クーリング・オフできる場合がほとんどですが、領収
証が渡されていなかったり、連絡先が架空だったりす
るため、業者との返金交渉は極めて困難です。車のナ
ンバーだけでも、控えるようにしましょう。
解決方法　購入前にはっきり価格を確認し、納得が
できない場合は断りましょう。すごまれて恐怖を感じた
場合は、近所の人や警察に助けを求めましょう。ご不
明な点は、下記の相談窓口までご連絡ください。

問い合わせ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線238）
長野県北信消費生活センター　☎026(223）6777
消費者ホットライン　☎１

い や や

８８

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

６０

▼
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
内
線
364
）

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会　
参
加
者
募
集

問
期
日
　
1１
月
１
日
㈰

時
間
　
開
会
式
…
午
前
９
時

会
場
　
市
民
体
育
館

競
技
部
門
　
①
一
般
女
子（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
②
男
女
混
合

　
　
　
　
　
③
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

チ
ー
ム
編
成
条
件
な
ど

①
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る

者
で
構
成

②
チ
ー
ム
名
は
１０
文
字
以
内

③
選
手
、
交
代
要
員
を
含
め
８
人
以
内

④
１
人
で
２
チ
ー
ム
以
上
へ
の
参
加
不
可

⑤
男
女
混
合
は
、
女
性
２
人
以
上
が
常
に

プ
レ
ー

⑥
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
は
、
小
学
生
以
下

(

性
別
問
わ
ず)

２
人
以
上（
小
学
生
４

人
で
も
可
）、
中
学
生
以
上
２
人
以
内

（
男
性
は
１
人
以
内
）が
常
に
プ
レ
ー

参
加
料
　
無
料

申
込
締
切
　
10
月
２１
日
㈬
　
午
後
５
時

※
申
込
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
、
市
民
体
育
館
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

申

中
野
市
体
育
協
会　
☎
�
３
５
７
２

中
野
市
駅
伝
大
会

オ
ー
プ
ン
参
加
チ
ー
ム
募
集

問
期
日
　
11
月
８
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

時
間
　
開
会
式
…
午
前
８
時
30
分

コ
ー
ス
　
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公

園
周
辺
（
８
区
間
　
16
・
８
㌔
）

チ
ー
ム
編
成
　
監
督
１
人
、
選
手
８
人
、

補
欠
３
人
以
内
　

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限
　
10
月
2３
日
㈮

※
当
日
は
中
野
市
体
育
協
会
の
各
支
部

チ
ー
ム
も
参
加
し
ま
す
。

申株
式
会
社
長
野
県
民
球
団

☎
０
２
６（
２
２
４
）２
０
３
６

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ

フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー
２
０
１
５

問
期
日
　
1０
月
１８
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時

会
場
　
市
営
豊
田
野
球
場
　
※
雨
天
時
は

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

内
容
　
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
選
手
と

チ
ー
ム
を
作
り
、
試
合
を
し
ま
す
）

主
催
　
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ

共
催
　
中
野
市
　
　

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
球
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペー
ジ
　http://www.grandserows.

co.jp/



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

３３ 中野市は合併１０周年を迎えました。２０１５．１０広報なかの

各種相談日程　 期日・時間・会場 問い合わせ先

子ども相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談 期日　１０月２３日㈮　時間　午前10時～11時
会場　コミュニティスポーツセンター（子育て支援センターまつり会場内）

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前10時～11時30分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
(内線242)

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線366）

行政相談 期日　10月1３日㈫、１１月１０日㈫　時間・会場　①午前９時～11時　豊田支所相談室
②午後２時～４時　市民会館4４号会議室

庶務課庶務文書係
(内線211)

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
(内線238)

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く） 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810(専用電話)

生活就労支援相談 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く） 時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　市役所福祉課厚生保護係

福祉課厚生保護係
(内線2７６)

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談、
結婚相談　予約制

期日　毎週月～金曜日　時間　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後１時30分～３時30分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　１１月１９日㈭ 時間　午前10時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111

権利擁護相談　成年後見制度含む 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　北信建設事務所　中野庁舎３階

北信圏域権利擁護センター
☎（26）2266

▼
相
談

　
10
月
１９
日
㈪
か
ら
2５
日
㈰
ま
で
の
一
週

間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
行
政
相
談
と
は
、
国
や
県
、
市
な
ど
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要

望
・
意
見
な
ど
を
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し

て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
目
指
す
制
度
で

す
。
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
市
で
は
行
政
相
談
週
間
に
合
わ
せ
て
、

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

期
日
　
10
月
2０
日
㈫

●
中
野
地
域

時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場
　
北
部
公
民
館

行
政
相
談
委
員
　
小お

の野
す
み
江え

さ
ん

（
栗
和
田
）
、
町ま

ち

だ田
榮さ

か
えさ
ん
（
栗
林
）

●
豊
田
地
域

時
間
　
午
前
９
時
～
11
時

会
場
　
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
ション

行
政
相
談
委
員
　
滝た

き
ざ
わ澤

誠せ
い
い
ち一さ

ん（
穴
田
）

毎
月「
行
政
相
談
所
」を
開
設
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
回
、
中
野
地
域
で
は
市
民
会
館

で
、
豊
田
地
域
で
は
豊
田
支
所
に
お
い
て

行
政
相
談
週
間

庶
務
課
庶
務
文
書
係
（
内
線
211
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

☎
�
３
１
１
１

問

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
期
日
・
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
な

か
の「
暮
ら
し
の
情
報
掲
示
板
」の「
各

種
相
談
日
程
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
　
１１
月
１４
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時
３０
分

　
　
　
※
受
け
付
け
は
午
後
４
時
ま
で

会
場
　
市
民
会
館
４４
・
４５
号
会
議
室

相
談
内
容
　
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
悩
み
、
土
地
建
物
に
関
す
る
登
記

な
ど
の
こ
と

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
地
家
屋
調
査
士
の
行
う

無
料
相
談
会

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

☎
０
２
６（
２
３
２
）４
５
６
６

問
申

　
広
報
な
か
の
９
月
号
２２
ペ
ー
ジ

「
２
０
１
５
各
地
区
秋
祭
り
」
の
記

事
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

①（
誤
）金
井・本
水
寺（
も
と
み
ず
）

　（
正
）金
井・本
水
寺（
ほ
ん
す
い
）

②（
誤
）赤
岩・高
社
神
社

　（
正
）赤
岩・高
杜
神
社

お
詫
び
と
訂
正
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中野小学校　６年水
み ず の

野　慧
あきら

さん

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
る

こ
と
で
す
。
今
、
ミ
ニ
バ
ス

を
や
っ
て
い
て
、
中
学
に

行
っ
た
ら
部
活
は
バ
ス
ケ
部

と
決
め
て
い
ま
す
。
高
校
や

そ
の
上
の
学
校
、
社
会
人
に

な
っ
て
も
バ
ス
ケ
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ

選
手
に
な
れ
た
ら
カ
ッ
コ

イ
イ
な
ぁ
と
思
っ
た
け
ど
そ

れ
よ
り
も
教
え
る
人
に
な
り

た
い
と
最
近
思
い
始
め
ま
し

た
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
意

外
と
バ
ス
ケ
が
知
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
ぼ
く
自
身

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と

思
っ
た
と
き
頭
に
浮
か
ん
だ

の
が
、
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
で

し
た
。
テ
レ
ビ
等
の
放
送
が

な
い
せ
い
か
バ
ス
ケ
を
す
す

め
ら
れ
て
も
ど
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
な
の
か
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
、
バ
ス
ケ

の
楽
し
さ
を
小
さ
い
子
に
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
は
自
分
が

も
っ
と
バ
ス
ケ
の
こ
と
を
知

ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、

そ
う
い
う
こ
と
が
学
べ
る
学

校
に
行
っ
て
、
い
つ
か
自
分

が
出
た
ミ
ニ
バ
ス
の
チ
ー
ム

や
、
部
活
を
指
導
で
き
た
ら

最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

バスケットボールの
指導者になりたい！

夢
No.1２６

▼
今
回
の
取
材
に
当
た
り
、
晋
平
少
年

少
女
合
唱
団
と
中
野
市
吹
奏
楽
団
の
練

習
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
真
剣
な
眼
差
し
で
一
生
懸
命
練
習

す
る
光
景
と
、
そ
の
場
に
流
れ
る
メ
ロ

デ
ィ
は
と
て
も
感
動
的
で
、
溢
れ
る
音

楽
を
独
り
占
め
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
演
奏
会
な
ど
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
感
動
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
芳
澤
）

▼
「
市
民
リ
レ
ー
元
気
の
輪
」
で
お
話

を
伺
っ
た
勝
野
さ
ん
。
な
ん
と
、
私
の

高
校
の
同
級
生
の
お
父
さ
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
び
っ
く
り
。
取
材
先

で
意
外
な
つ
な
が
り
が
判
明
し
て
一
気

に
距
離
が
縮
ま
る
―
。
こ
ん
な
偶
然
が

時
々
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
方
に

会
え
る
取
材
が
楽
し
み
で
す
。（
中
沢
）

▼
１０
月
に
入
り
秋
本
番
。
つ
い
先
日
ま

で
の
暑
さ
も
過
ぎ
去
り
、
す
っ
か
り
涼

し
く
な
り
ま
し
た
。
気
の
せ
い
か
、
昔

よ
り
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
早
く
、
時

間
は
あ
る
よ
う
で
な
い
も
の
だ
と
強
く

感
じ
ま
す
。
「
時
は
金
な
り
」
と
い
う

よ
う
に
、
貴
重
な
時
間
の
使
い
方
を
大

切
に
考
え
た
い
で
す
ね
。
（
仲
條
）

面積：１１２．18㎢
人口：43,967 人（－３）
　男　：21,304 人（－７）
　女　：22,663 人（＋４）
世帯数：15,644 戸（＋13）
【平成 ２7 年９月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記
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